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東京藝術大学・学長 （氏名） 澤　和樹

 （所属・職名）

2

[基本情報：タイプ] (A①：CAプラス)

申請者
（大学の学長）

2

Asian Animation Education Network: Establishment and Management

６． 事業責任者
おかもと　みつこ

韓国

国名

1 中国

大学院映像研究科
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１０．連携して事業を行う機関（国内連携大学等）
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令和３年度大学教育再生戦略推進費
「大学の世界展開力強化事業」　計画調書
～　アジア高等教育共同体（仮称）形成促進　～
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（大学の設置者）

 ふりがな
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Communication University of China

Korea National University of Arts

事業名

９．海外相手大学

実施対象
（学部・大学院）

部局名大学名(日本語)

中国伝媒大学

韓国芸術総合学校

【和文】

大学等名 取組学部・研究科等名 大学等名 取組学部・研究科等名

9

1

【英文】

８．

10

Silpakorn University3 シラパコーン大学

動画・数字（デジタル）芸術学院

映像院

装飾芸術学部

人社系 理工系 農学系 医歯薬系 看護・医療系 全学 その他

学部 大学院 学部及び大学院
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　 （氏名）

　 （氏名）

http://www.geidai.ac.jp/information/info_public/education_announce
（東京藝術大学公式Webサイト　HOME › 広報・大学情報 › 情報公開 › 教育情報の公開）

内
訳

合　計年度

事業規模
(総事業費)

２０２２年度 ２０２４年度

補助金申請額

6,420

２０２３年度

大学負担額

64,702

（大学名：東京藝術大学）　（タイプ　(A①：CAプラス)）

担当者

e-mail（主）

電話番号 緊急連絡先

e-mail（副）

ふりがな

 （所属・職名）

責任者

19,320 19,218

１３．本事業事務総括者部課の連絡先

94,522

10,366

所在地

17,550

部課名

29,820

ふりがな

２０２５年度

1,750

14,220

19,218 19,216

 （所属・職名）

5,100

11,51812,798

7,700

15,800

8,850

１２．本事業経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　※千円未満は切り捨て

１１．「学校教育法施行規則」第１７２条の２第１項において「公表するものとする」とされた教育研究活動
　　  等の状況について、公表しているＨＰのＵＲＬ

２０２１年度
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様式１

派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入

1 2 8 15 10 19 10 19 10 19

） （タイプ ）（大学名：

質の保証を伴った交流プログラムの目的と内容【1ページ以内】

①　交流プログラムの目的・概要等

【交流プログラムの目的及び概要等】

【養成する人材像】

【本事業で計画している交流学生数】各年度の派遣及び受入合計人数（交流期間、単位の取得の有無は問わない）

・国際的な視野を持ち、深い知識と高い技術を、世界の課題解決のための国際協働の場で活かせる人材
・映像分野におけるグローバル化を先導する人材
・アニメーション分野において国際共同制作や共同研究を牽引する人材

　日本の誇るアニメーション文化は今や全世界的な広がりを見せ、東アジアやASEAN諸国でも日本アニメが非常に普及している。一
方で中国では国産アニメが記録的ヒットを飛ばし、シンガポールでは世界大規模のアニメフェスティバルが開催されるなど、アジ
ア諸国でのアニメ文化の開花が著しい。しかし一方で、これらを支える人材の教育やこれらの文化を後世に伝えていくための研究な
どを見てみると、アニメーション専門の教育課程を持つ大学は非常に少なく、さらには実技を行う大学院課程を保有する大学は
ASEAN諸国では皆無である。また研究環境も十分ではない。
　東京藝術大学では2016年に大学の世界展開力（ASEAN）および日中韓キャンパスアジアに採択され、ASEAN５カ国８大学と日中韓３
カ国で実践的プロジェクトをすでに実施してきた。2021年度からは学内に「アジア・アートイニシアティブ」を設置し、全学的な
戦略の下に、アジア地域の文化芸術の発展のための交流を進めている。
　これまで、日本のアニメは　韓国をはじめアジア各国のプロダクションの力を借りて成長してきた。また、アジアの人々もアニメ
文化を許容し、各国でも独自のカルチャーを創り出しており、ある意味、日本アニメはアジア発のアニメと言っても過言ではない。
今後は、このアニメーション文化・産業を、アジアの各国が共に創り、共に発展させていくために、この事業では、日中韓およびタ
イ、シンガポール他、ASEAN各国の大学がネットワークを作り、教育カリキュラムの構築や、様々な交流プログラムの実施、知見の共
有などを通して、アニメーション教育・研究の共同プラットフォームを構築していくことを目指す。それにより、将来のアジアのア
ニメーション文化・産業を担う人材を育成し、新たな表現や技術を開発し、アニメーションを中心としたアジア文化・経済圏の更な
る発展に貢献することを目指す。

【４】様々な交流プログラム
参加校間では短期、中期の様々な交流プログラムを実施し、教員や学生間の交流を促進する。ASEANの各国とは大学院レベルの交換留
学が難しいため、教員や学部学生の短期研修などの交流プログラムも検討する。
派遣・受け入れについては、実渡航を伴う派遣、受け入れとして、K'ARTS・CUCと行ってきた交換留学を引き続き継続し、2022年か
らはk'ARTSとのダブルディグリーも開始する。また、ハイブリッド型の交流として、大学院レベルのカリキュラムである「Co-
work」について、2022年度から５名の派遣、10名の受け入れを実施する。さらには、ワークショップ等を適宜行い、短期の交流など
も積極的に行っていく。

「日中韓＋ASEANの文化・経済圏発展に向けた、アニメーション教育・研究のための共創プラットフォーム構築」

【２】AAENカリキュラムの開発
日中韓３か国の大学院においてはCo-workの実施により、飛躍的な国際共同制作に関する教育カリキュラムの向上が見られたが、その
一方でASEAN各国には、アニメーション専門課程を持つ大学はほとんどなく、大学院に至っては実技を伴うコースがゼロであるとい
う現状がある。これを受けて、本事業においては各大学の持つこれまでの教育資産を生かし、その共有・機能の相互補完を行いなが
ら事業展開のベースとなる「共創プラットフォーム」を整備し、連携校・協力校において大学院・学部の各レベルにおけるアニメー
ション教育の普及に務める。
具体的にはこれまでキャンパスアジアで行ってきた「大学院向け」に加えて、「学部向け（ビギナー向け）」として、日中韓３校が
協力し、オンラインによる単位または履修証明を伴うレクチャー(90分×15回）や単発のレクチャー等を2023年度から新設し、順次
拡大を目指す。大学院向けについては、これまでキャンパスアジア内で行ってきた大学院生によるアニメーション国際共同制作
「Co-work」を継続して実施し、AAEN校の教員や優秀な学生をゲストとして参加させることも検討。更に実施大学の予算によりアニ
メーション分野およびXRやAIなどその拡張の分野までのテーマも含む、各種ワークショップも適宜実施し、連携校や協力校などから
も参加できるようにする。

【１】アジアアニメーション教育ネットワークの（AAEN)構築
本学大学院映像研究科アニメーション専攻においては、韓国芸術総合学校（K'ARTS)および中国伝媒大学(CUC ※2012年度から参加）
と共に、アニメーション作品の共同制作(Co-work)を2010年より毎年継続して実施しており、2021年には第12回目を開催した。特に
2016年度からは大学の世界展開力強化事業（キャンパスアジア）に採択され、日中韓「Co-work」としてアニメーション国際共同制
作教育における優れた国際授業の形態を確立した。「Co-work」は、全工程で３ヶ月程度にまたがるプログラムであり、３か国の学
生が一堂に会し、企画から制作、完成作業、発表までを集中的に行うカリキュラムである。実制作工程はそれぞれ10日程度の「共同
企画ステージ」と「共同制作ステージ」から構成され、全てのコミュニケーションを英語で行っている。また「Co-work」の締めくく
りとして、合同成果発表会を開催し、教職員や専門家を交えた講評会を行っている。2020年度においては、世界的なコロナ禍の
中、完全なオンライン方式によって「Co-work」を完遂し、ニューノーマルな国際共同制作の教育を世界に先駆けて実施した。一
方、2016年に採択された大学の世界展開力事業(ASEAN)においては、タイ、ミャンマーでワークショップを行い、本学との国際交流
がきっかけでミャンマー国立文化芸術大学(NUAC)において、アニメーションを専門とするコースを開設するまでにまで至った。
これらの流れを背景に、本事業では日中韓が中心となり、ASEANの各国の大学・研究機関に参加を呼びかけ、活動の中心となる「ア
ジアアニメーション教育ネットワーク（AAEN)」を構築することを提案したい。これまでキャンパスアジアにおいて、共同カリキュ
ラム構築や交流で大きな成果を上げてきた日中韓の３大学、韓国芸術総合学校（K'ARTS)、中国伝媒大学（CUC)、東京藝術大学の３
校がリーダーシップをとり、ASEAN各国の窓口として各国に広いネットワークを持つタイのシラパコーン大学を新たに「連携校」とし
て迎える。更には、シンガポール、インドネシア、ラオス、マレーシアなどASEAN各国の大学も「協力校」として連携を呼びかけなが
ら、連携校、協力校ともに、それぞれの大学の強みを生かし、必要な知識や環境を共有しながら、日中韓＋ASEAN全体のアニメー
ション教育・研究プラットフォームを共に構築していくことを目指す。

【３】知見の共有としてのシンポジウム
2021年より年に１回、Co-workの成果発表や各ワークショップ報告や研究成果発表などを兼ねたシンポジウムをAAEN参加大学間で開
催し、カリキュラムを通じて得られた知見を共有する。それにより、参加校全体の啓蒙と教育のレベルアップを図る。
加えて著名な監督や作家、産業界からのプロデューサーなどのゲストも迎え、文化・経済圏発展に向けたディスカッション等も行
う。

（単位：人）

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

東京藝術大学 A①：CAプラス
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様式１

） （タイプ ）

②　事業の概念図　【1ページ以内】

（大学名： 東京藝術大学 A①：CAプラス
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様式１

） （タイプ ）（大学名： 東京藝術大学 A①：CAプラス

■ICAF(インターカレッジアニメーションフェスティバル）
参考： http://www.icaf.info/
本学は、上記多摩美術大学をはじめ、武蔵野美術大学など、日本国内でアニメーション教育を行っている28 大学の連合体である
ICAF(インターカレッジアニメーションフェスティバル）にも幹事校として参画し、ネットワークを形成している。このICAFにおい
て、大学院向けCo-workや学部向けカリキュラムなどの成果発表を行うなど、ICAF ネットワークの活用により大きなムーブメントを
目指す。
加えて、本学が主導する下記「芸術系大学コンソーシアム」とも連動させることで、本申請に係る交流プログラムの取組・成果が広
く共有されるよう図っていく。

■芸術系大学コンソーシアム
2016年には、本学が中心となって「全国芸術系大学コンソーシアム」（2021年7月現在、58の芸術系大学が加盟）を設立しており、国
内の芸術系大学ネットワーク形成を大きく推進させた。現在は全国の芸術系大学が各地域の小中高の芸術教員向けに、芸術分野の教
科教育に関する研修会を行っており、芸術教育の普及活動を行っている。
これらの研修会にて、本事業に直接参加した教員等が、異文化コミュニケーションから学生たちの創造性を引き出し、感性を豊かに
発展させていくための指導のスキルや評価方法の工夫等について共有し、教育的効果の高い芸術教育を我が国の小学校～大学教育の
現場において取り入れていけるよう貢献していく。

③　国内大学等の連携図　【1ページ以内】

■多摩美術大学グラフィックデザイン科のAAEN「協力校」としての参加
日本の大学で本学と同様にアニメーション専門の実践的な大学院課程を持つ大学は少ない。専門の大学院課程がある大学でも、本学
の大学院映像研究科アニメーション専攻（定員１学年16名）と比べ、その規模は小さく数人程度である。
多摩美術大学大学院美術研究科博士前期課程（master degree course）デザイン専攻グラフィックデザイン領域では、アニメーショ
ンという専門の名称のつく課程はないものの、毎年数名が修士コースに進み、クオリティの高い作品を制作し修了生を輩出してい
る。この多摩美術大学に、アジアアニメーション教育ネットワーク（AAEN)「協力校」への参加を呼びかけ、大学院向けカリキュラム
や、学部向けカリキュラムなどの学生の参加を募る。既に、同大学グラフィックデザイン科では参加の意思を表明しており、2022年
度から正式に、学生が参加する予定である。
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様式１
④　交流プログラムの内容　【4ページ以内】

【実績・準備状況】

■２大学の界展開力強化タイプタイプB（ASEAN）の実績に基づく展開
　本学は2016年度より大学の界展開力強化タイプタイプB（ASEAN）に採択され、５年間の事業実施期間の中で、ASEAN5か国（タ
イ、ミャンマー、カンボジア、ラオス、ベトナム）のカンボジア王立芸術大学、ラオス国立美術学校、ミャンマー国立文化芸術大
学、バガン漆芸技術大学（ミャンマー）、ベトナム美術大学、ベトナム国家音楽院、ホーチミン市美術大学（ベトナム）、シラパ
コーン大学（タイ）の８大学とともに、様々な実践的ワークショップに基づいた交流を行なってきた。そこでは、教員と学生によっ
て構成されたユニットによる交流プログラムである「ユニットプログラム」、個人の研究・創作活動のために一定期間連携大学に滞
在し活動に取り組む「個別研修プログラム」、および交換留学を実施し、合計派遣学生162名/受入学生80名に上った。また、複数の
連携大学から同時に招聘する「合同招聘プログラム」やプログラム参加者のための事前学習を目的とした特別レクチャー等も外部講
師を招き開催した。2020年度には、新型コロナウイルス感染症の影響により渡航を伴う交流が困難となったことを受け、オンライン
上での交流プログラム実践のためのオンライン・プラットフォーム「TMOP（Tokyo University of the Arts ⇄ Mekong Online
Platform）」事業を開始（https://tmop.geidai.ac.jp/）した。本学がメコン流域の芸術大学と交流しながら、芸術文化を育成する
ためのオンライン・プラットフォームとなることを目的として設立した（2020年度末までの延べ利用者数は346名）。

■１大学の世界展開力事業（キャンパスアジア）の実績に基づく展開
　東京藝術大学院映像研究科アニメーション専攻においては、韓国芸術総合学校大学院とのアニメーション作品の共同制作(Co-
work)を2010年より毎年継続して実施しており、2012年以降は中国伝媒大学大学院を加え、2020年には第11回目を開催した。Co-
workは、３ヶ月以上にわたる単位を伴うカリキュラムであり、日本・中国・韓国の３ヵ国の学生からなる混成チームを作り、英語に
よるコミュケーションをとりながら短編アニメーションを完成させ、一般の観覧客も含めた上映会までを開催するものである。ま
た、実技だけでなく幅広い知識を得られるようにCo-workの期間中に、その年のテーマに関連するいくつかのレクチャーが産業界から
の講師や専門研究者等によって行われる。
　2016年度よりCo-workは、大学の世界展開力強化タイプＡ-②（日中韓）に採択され、キャンパスアジア事業として2020年度まで
の5年間の事業を行った。この日中韓事業においては上記Co-workを基盤として様々なワークショップ等を開催し、上記Co-workには5
年間の間に総計103名の学生が参加し、25本の短編アニメーション作品が制作された。その独自性と質の高さから、世界最大規模の
デジタルメディア／デジタルコンテンツのカンファレンスである「シーグラフアジア」等でも発表され、国際的にも大きな注目を浴
びてきた。本学映像研究科ではこの共同制作を正規科目「国際共同制作演習」（２単位）として扱い、毎年度開講している。また、
中韓それぞれも各大学で単位化している。

　2020年度のCo-workでは、新型コロナウイルス感染症の影響により渡航を伴う交流が困難となったことを受け、完全オンラインで
の交流プログラムを実践した。プログラムのうち、実働を伴う作業の期間を大幅に短縮し、一週間ずつの共同企画・制作ステージを
連続に変更した。また、テーマの設定方法や制作手順などもコロナ禍以前のものとは大幅に変更し、国によっては使用できないアプ
リケーションがある中、オンラインでの共同制作に最もふさわしい内容を組み立てるための工夫を凝らした。これらの困難を乗り越
え、一度も対面で学生たちが顔を合わせ、同じ空間内で肩を並べて作業することなくアニメーション制作を成功させ、学生の能力や
人間性を大きく成長させる取り組みともなった。
　日中韓の交換留学についても、5年間で派遣10名/受入3名を実施し、教育効果として高い成果を得た。交換留学での学習モデルを
もとにして、2021年8月に韓国芸術総合学校とダブルディグリー協定を締結する予定であり、翌年2022年から実施予定である。

　これら日中韓の３校の連携は非常に強固なものであると同時に、それぞれの大学が独自にASEAN諸国の大学との交流実績を持ってい
る。今後は、このキャンパスアジアの3校がリーダーとなって、Co-workで培った知見と人脈を、アジア地域全体のアニメーション文
化の発展のために、ASEAN諸国へも広げていきたい。

　また、2021年1月には、本事業での本学の取り組みを総括すること目的としたオンラインイベント「Tokyo Geidai ⇄ Asia 2021
（Tokyo Geidai Interactive Asia 2021）」を開催した。同イベント内の国際フォーラムでは、この事業に携わった本学教員や連
携大学の教員及び麻生和子氏（Asian Cultural Council日本財団代表理事、東京藝術大学理事）を交え、これまでの事業の総括を行
なった。本イベントは、キャンパスアジア事業とASEAN事業と合同で行われ、オール藝大かつオールアジアでの取り組みに向けて発展
していく契機ともなった（本学学生2名（修士課程1名および2020年3月修士課程修了生1名）・教員18名／連携6大学学生1名・教員12
名参加。視聴者としての学生参加数を含めると、合計視聴数は280名）

　アニメーション分野では、2012年より、本学教員が、ディレクター／プロデューサーとして産学共同ワークショップ「アニメー
ションブートキャンプ」の実施に参画している。この事業は、大学や専門学校等でアニメーションを学ぶ学生たちに、日本のトップ
レベルのアニメーター達が指導を行うワークショップである。2015年からは、ASEAN事業の連携校であるタイのシラパコーン大学で
も毎年行われており、受講生の中から多くのアニメーション産業等に進む学生や、国際アニメーションコンクール等に入賞するなど
優秀な学生を輩出している。

キャンパスアジア事業における交流活動の様子（上段）と制作されたアニメーション作品（下段）
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■３.全学的戦略に基づくアジアアートイニシアティブの設置
　本学は設立以来、アジア各国との芸術文化の交流を掲げ、様々な専門分野でその教育と研究に携わってきた。上記２つの世界展開
力事業は期間を終了したが、その交流を継続的発展的に行い、アジアの文化芸術についての教育と研究をさらに推進するために、
2021年に、その推進組織「アジアアートイニシアティブ」を設置し、全学的な戦略の下に取り組んでいる。
　この「アジアアートイニシアティブ」のアニメーション分野の活動として「アジアアニメーション教育ネットワーク（AAEN)」を位
置付け、一つの専門分野の枠にとどまらない情報共有や教育・研究活動を行なっていく予定である。

　具体的な交流プログラムを取り上げると、2017年度からミャンマー国立文化芸術大学と、シラパコーン大学とのそれぞれの交流プ
ログラムに継続的に取り組んでいる。
　特にタイでは、2017年度から2019年度にかけて、アニメーションの作画を教えるワークショップ事業「アニメーションブートキャ
ンプ」に取り組んでおり、2015年から継続的に本学の教員と学生を含む日本のアニメーターをタイに派遣し、バンコクにあるシラパ
コーン大学を会場として数日間に及ぶトレーニングワークショップを開催した。会場でもあるシラパコーン大学の学生や教員をはじ
め、タイ国内から若手アニメーターが数多く参加し、アニメーションに必要な基礎的な技術を学ぶ機会として取り組まれてきた。

　またミャンマー国立文化芸術大学（NUAC）シネマ専攻とは、ストップモーションアニメーションを通じた交流プログラムに取り組
んできた。2017年度には、本学の教員・学生がNUACを訪れ、2日間にわたるストップモーションのワークショップを開催。2018年度に
は、NUACにて本学のイラン・グェン特任准教授が日本のアニメーション史に関する特別集中講義を開催した。
　また同じく2018年度には、本学で開催されたアニメーション専攻の国際合同講評会にNUACの教員2名を招聘。続く2019年度は、ヤン
ゴンで開催されたワッタン映画祭に、NUACシネマ専攻との共同プログラムとして参加した。ワッタン映画祭はミャンマーのインディ
ペンデント映画シーンに根差した国内最大規模の国際映画祭で、ショートフィルムのコンペティションのほか、ミャンマーのイン
ディペンデント映画作品や、アジア各国からの招聘作品が上映されている。本学の学生とNUACがともに取り組んだ共同プログラムで
は、双方の学生が制作した作品をそれぞれ選定したうえで上映し、互いの作品に関するプレゼンテーションと、ディスカッションを
行った。

年度

派遣／受入別の計

連携機関　　　交流形態 ユ 短 ユ 短 ユ 短 ユ 短 ユ 短 ユ 短 ユ 短 ユ 短 ユ 短 ユ 短

カンボジア王立芸術大学 0 0 0 0 11 0 3 0 4 0 3 0 5 0 2 0 4 0 4 0

ラオス国立美術学校 3 0 0 0 2 1 4 0 8 2 1 0 0 0 1 0 1 0 2 0

ミャンマー国立文化芸術大学 4 0 2 0 12 1 0 0 6 0 0 0 9 0 1 0 0 0 1 0

パガン漆芸技術大学 5 0 0 0 5 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ベトナム美術大学 0 0 0 0 2 1 0 0 5 0 3 0 2 1 3 0 1 0 0 0

ベトナム国家音楽学院 0 0 2 0 0 1 2 0 8 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

ホーチミン市美術大学 0 0 2 0 6 0 7 0 2 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

シラパコーン大学 8 2 14 0 13 1 3 0 12 2 11 1 8 2 3 0 1 0 0 0

交流形態別の計 20 2 20 0 51 5 21 0 45 5 20 1 24 3 11 0 7 0 7 0

派遣／受入別の計

H28(2016) H29(2017) H30(2018) R1(2019) R2(2020)

派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入受入 派遣

22 20 56 21 50 21 27 11 7 7

派遣 受入

世界展開力強化事業における学生交流数実績（年度・連携機関・交流形態種別）

※交流形態の種別：「ユ」ユニット派遣、「短」短期研修または交換留学

※R1年度（2019年度）およびR2年度（2020年度）はオンライン交流実績含む

NUACでのワークショップの様子。会場はNUAC内にある撮影スタジオ。グループワークでの作品制作が行われた。
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期間中は企画から動画コンテ制作までの「企画ステージ」と、作画や着彩、音声作業などを行う「プロダクションステージ」に分け
られる。また、幅広い知識を習得させることをねらい、期間中にはテーマと関連したレクチャーなども産業界や専門研究者等により
複数行われる。2016年から2019年までは、それぞれのステージで学生が、いずれかの国に集合し対面式で行っていたが、2020年度か
らコロナの影響で全ての工程がオンラインとなった。

今後は、コロナの状況にもよるが、可能ならば「プロダクションステージ」のみ対面で実施し、後の工程はオンラインで実施する、
ハイブリッド方式で実施したい。なお、このCo-workは現在実施のCUC,K'ARTS,東京藝大の３校とも各学校で単位化している。連携校
などからの参加学生については、履修証明を発行することを検討する。また完成作品の評価のために、作品についての客観的コメン
トを寄せる「Co-work講評会」を実施し、教育関係者他、アニメ産業界や評論家などのゲストを迎え実施する。
ASEAN各国の大学でアニメーション専門課程の実制作を伴う修士コースを持つ大学は無いが、優秀な学部学生をゲストとして招聘した
り、ASEANの大学の教員の見学を行うなど、学部カリキュラムとの連動に努める。

＜多様なワークショップ＞
テーマや対象など、多様なワークショップも随時開催し、AAENの学生が参加できるようにする。ワークショップ開催費用は開催大学
負担とし、オンラインによる開催または対面式の開催とする。実渡航が伴う場合は、参加する海外の大学からの学生の交通費、宿泊
費は学生の所属する各大学が負担する。
なお、ワークショップは、アニメーション分野だけでなく、ゲームやXR、AIなど、ゲーム分野やICT分野などにも拡張し、次世代の
アニメーションの拡張を見据えたものとする。
ワークショップの例：XR（拡張現実）ワークショップ/人間とコンピューターの共存（CUC)

【計画内容】

（２）AAENカリキュラムの開発
AAENでは、参加大学の学生が受講できる「大学院向け」と「学部向け」の２つのカリキュラムを構築する。
ASEAN各国には、アニメーション専門課程を持つ大学はほとんどなく、大学院に至っては実技を伴うコースはゼロである。
これを受けて、カリキュラムは、これまでキャンパスアジアで行ってきた「大学院向け」に加えて、「学部向け（ビギナー向け）」
を新設する。

<学部向けカリキュラム>：
日中韓３校が協力し、オンラインによる単位または履修証明を伴うレクチャー(90分×15回）を2023年度から新設し、順次拡大を目
指す。内容はアニメーション分野においては初心者である連携校および協力校の学部生を対象とし、大学院にアニメーションコース
をもたない学生にも裾野を広げていく。講義ビデオは日中韓の３校によって制作され、基本的に英語とする。また、トピックに
よっては、シリーズ化せずに単発の講義や、隣接するゲームなどの分野の内容も含まれる。
・レクチャー例：「日中韓アニメーション史」「アニメーション表現と作画」「トークシリーズ・アニメーションマスタークラス」
「ゲーム制作概論」など

<大学院向けカリキュラム＞：学生アニメーション国際共同制作（Co-work）
また大学院向けについては、これまでキャンパスアジア内で行ってきた大学院生によるアニメーション国際共同制作「Co-work）を
継続して実施する。Co-workにはAAEN校の教員や優秀な学生をゲストとして参加させることも検討する。
Co-workは３ヶ月以上にわたる単位を伴うカリキュラムであり、日本・中国・韓国の３ヵ国の学生からなる混成チームを作り、グ
ループワークにより英語によりコミュケーションをとりながら短編アニメーションを完成させ、一般の観客も含めた上映会までを
開催するものである。

（１）アジアアニメーション教育ネットワークの（AAEN)構築
日中韓が中心となりASEANの各国の大学、研究機関に参加を呼びかけ、活動の中心となる「アジアアニメーション教育ネットワーク
（AAEN)」を構築する。これまでキャンパスアジアにおいて、共同カリキュラム構築や交流で大きな成果を上げてきた日中韓の３大
学、韓国芸術総合学校（K'ARTS)、中国伝媒大学（CUC)、東京藝大の３校がリーダーシップをとり、ASEAN各国大学と幅広いネット
ワークを持つタイのシラパコーン大学を新たに「連携校」に位置付け、シンガポール、インドネシア、ラオス、マレーシアなど
ASEAN各国の大学も「協力校」として連携を呼びかけながら、日中韓＋ASEAN全体のアニメーション教育・研究プラットフォームを共
に構築していくことを目指す。
タイのシラパコーン大学とは連携校参加の合意が取れており、その他のASEAN各国の大学とは「協力校」として参加してもらうよう、
今後交渉を行なっていく予定である。
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） （タイプ ）

（ⅰ）実渡航による交流
K'ARTSとCUCと東京藝大は2017年から大学院修士課程の交換留学を実施し、これまでに派遣10名と受け入れ３名を行なってきた。2020
年度からはコロナ禍で中断しているが、この交換留学による交流を状況を見ながら再開していきたい。また、K'ARTSとのダブルディ
グリープログラムも2022年度から開始される予定である。
なお、タイのシラパコーン大学と本学美術研究科は、博士後期課程のダブルディグリープログラム協定を締結（2020年12月）し、質
保証にかかる取り組みを積極的に進めており、学内でこれらの情報共有に努めながら推進していく。

（ⅱ）オンライン交流
・日中韓３校が協力して学部向けカリキュラムを開発し、2023年度から実施する。講義（90分×15本）は全てオンラインによるオン
デマンド方式とし、受講生は１セメスター（３ヶ月程度）で受講するものとする。日中韓の各大学で単位化し、それ以外の大学から
の参加者に関しては、履修証明発行を伴うことを検討中。また、単位化は難しいが、トピックにより、単発や複数本のオンラインレ
クチャーなども開催する。講義は基本的には英語で行われる。
レクチャー例：「日中韓アニメーション史」「アニメーション表現と作画」「トークシリーズ・アニメーションマスタークラス」
「ゲーム制作概論」など
　
・テーマや対象など多様なワークショップを実施する。実渡航を伴わないワークショップについては、オンラインでの各国の参加を
呼びかける。ワークショップの例：XR（拡張現実）ワークショップ/ゲームデザインワークショップ/人間とコンピューターの共生
（CUC)

（ⅲ）実渡航とオンラインを組み合わせたハイブリッド型の交流
大学院向け学生アニメーション国際共同制作（C-owork）は、企画から動画コンテまでをグループワークで行う「企画ステージ」と、
作画や仕上げ作業を行う「プロダクションステージ」に分かれるが、このうち、「プロダクションステージ」については実渡航を伴
うカリキュラムとする。その他のプロセスは、基本的にはオンラインで実施する。

（大学名： 東京藝術大学 A①：CAプラス

(3)知見の共有としてのシンポジウム
2021年より年に１回、Co-workの成果発表や各ワークショップ報告や研究成果発表などを兼ねたシンポジウムをAAEN参加大学間で開
催し、カリキュラムを通じて得られた知見を共有する。それにより、参加校全体の啓蒙と教育のレベルアップを図る。これまでも産
業界との連携として、日本のアニメ産業界プロデューサーを迎えた講演会等を行なってきたが、今後も著名なアーティスト、産業界
からのプロデューサーなどのゲストも迎え、文化・経済圏発展に向けたディスカッション等も行う。
東京藝大では、2020年１月に「Tokyo Geidai ⇆ Asia 2021（東京藝術大学インタラクティブアジア2021）」のプログラムとして、日
中韓の３校の教授＋外部専門家ゲストによって、オンラインシンポジウム『Co-work融合と競争 －日中韓学生アニメーション共同制
作－』をオンラインで実施した。AAENの各大学がアニメーション教育・研究における知識や情報を共有できる場として、このシンポ
ジウムを今後も実施していく。

（４）様々な交流プログラム
参加校間では短期、中期の様々な交流プログラムを実施し、教員や学生間の交流を促進する。ASEANの各国とは大学院レベルの交換留
学が難しいため、教員や学部学生の短期研修などの交流プログラムも検討する。
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様式１

（参考）2021年度の授業後アンケート結果

⑤　質の保証を伴った魅力的な大学間交流の枠組み形成　【４ページ以内】
【実績・準備状況】

■1 大学院プログラム「アニメーション国際共同制作（Co-work)」における質の保証
　2010年にスタートし、2016年に大学の世界展開力事業(キャンパスアジア）に採択され、現在も日中韓の３カ国の大学院で行ってい
るアニメーション国際共同制作（Co-work)に関しては、これまで東京藝大の授業カリキュラム上は「国際共同制作演習（アニメー
ション）」として単位化されシラバスを作成し、選択科目2単位として単位付与を行っている。参加校である韓国芸術総合学校
(K'ARTS)と 中国伝媒大学(CUC)についても、それぞれの大学のカリキュラムとして単位化を行っている。
　また、東京藝大では、Co-workプログラム実施前に先立ち、語学能力向上のための事前授業や英語プレゼンテーションのための演習
を行っており、こちらも「国際コミュニケーション演習」の一部として単位化し、選択科目2単位として単位付与を行っている。
Co-work終了後には学生に対するアンケートを実施し、毎年改善に役立てている。この結果などを踏まえて、毎年、Co-workの開始
前、開始中、開始後に、３カ国の教員・スタッフによりCoworkカリキュラムや今後のあり方などを話し合う「Coworkカリキュラム・
ディベロップメント会議（＠オンライン）」を開催しており、学生へのアンケート結果などに基づくカリキュラムの改善を行ってい
る。
　Co-workの内容に関する客観的評価として、最終成果発表イベントにアニメーションの専門家や産業界からのゲストを招き、評価を
いただく「Co-work講評会」を実施している。芸術の分野は作品の点数化が難しく、従来、専門性を持つ評論家や作家、研究者等が
作品についてのコメントを重ねていく「講評会」を持って作品の評価としている。Co-workについても、完成作品について、できるだ
け専門的知識に基づいた客観的評価を得られるように、講評会のゲストについて各大学で検討し、３カ国合わせて毎年15名程度のゲ
ストにコメントを頂いている。またそれぞれの大学の他分野の専門の教員などが出席することにより、視野の広い講評も可能となっ
ている。
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（１）サーベイ
全てのプログラムにおいて、参加学生にアンケートを行い、分析を行う。これまでも学生アニメーション国際共同制作（Co-work）
では終了後にアンケートを行い、調査分析を行ってきた。そこでは「Co-workに参加して良かったと思うか」という全体評価の他
に、「Co-workに参加してあなたの能力はどんな点がアップしたと思うか」などの具体的な質問項目、そして自由記述などからなっ
ており、効果測定と次年度のプログラム開発に大きく役立っている。AAENのサーベイもこの知見を生かし、全てのカリキュラムで
参加者へのサーベイを行う。
また、大学の世界展開力事業（ASEAN）では、本学が実施したワークショップの後に相手校の担当教員から、ワークショップの内容
やレベル、学生の反応の様子、運営の仕方、次年度へのリクエストなどについて、ヒアリングを行っている。AAENでは学生の視点
だけではなくこのように連携校や協力校の教員からのヒアリングを実施し、プログラムの改善に努めていきたい。

　キャンパスアジア事業については、日本の大学改革支援・学位授与機構、中国教育部高等教育教学評価センター、韓国大学教育協
議会が共同で実施するモニタリングを受けており、2019年に韓国で実施された中間レポートに対するヒアリング調査に、本学からも
担当教員が出席し、質の更なる改善に向けて様々な意見をいただいた。
　また、K'ARTSと東京藝大は、長年ダブルディグリープログラムについて、詳細な検討を重ねてきたが、2021年8月にようやくMOU調
印の予定となり、2022年度から実施予定である。

■2 大学の世界展開力事業(ASEAN）における質の保証
　2016年度に採択された大学の世界展開力事業（ASEAN）においては連携大学間で、「ASEAN+3学生交流のためのガイドライン」に基
づく成績評価・単位付与・単位互換等の制度を踏まえた評価のあり方について、連携大学間で協議を行った。その結果、ASEAN連携大
学と本学との共同授業及び協働社会実践については、双方の教員がすべて参加し、双方の観点・視点からの交流プロジェクトを企
画・実施し、また双方から参加学生の評価がなされる体制を構築した。
　加えて、連携先6大学（2017年：カンボジア王立芸術大学・ベトナム美術大学・ベトナム国家音楽学院・シラパコーン大学、2018
年：ミャンマー国立文化芸術大学、2019年ホーチミン市美術大学）と双方の学長名によるMOU（覚書）を締結し、交流の促進を図っ
た。
　更に、タイのシラパコーン大学と本学美術研究科は、博士後期課程のダブルディグリープログラム協定を締結（2020年12月）し、
質保証にかかる取り組みを積極的に進めた。

（２）カリキュラム・ディベロップメント
毎年、Co-workの開始前、開始中、開始後に、３カ国の教員・スタッフによりCo-workカリキュラムや今後のあり方などを話し合う
「Co-workカリキュラム・ディベロップメント会議（＠オンライン）」を開催しており、学生へのアンケート結果などに基づくカリ
キュラムの改善を行っている。この経験を踏まえて、AAENでは「Co-workカリキュラム・ディベロップメント会議」を発展させ、連
携校の教員による「AAENカリキュラム・ディベロップメント会議」を設置する。この会議は、年に３回以上、必要に応じてオンラ
インで開催される。そこでは上記サーベイの結果や各大学の状況などを踏まえながら、具体的なカリキュラムの内容や運営などに
ついて、連携大学の教員間で意見を交わし、プログラムの改善と開発につなげていく。またお互いの大学や国の情報などの情報交
換と共有などに大きく役立つものとなる。

【計画内容】

アジアアニメーション教育ネットワーク(AAEN)では、大学院向けカリキュラムである「Co-work」、学部向けカリキュラムである
「レクチャー」、各種「ワークショップ」の３種類からなるカリキュラムを計画している。このカリキュラムの質保証と改善、開
発のために「サーベイ」を含めた次の４つの段階からなる下記「AAEN４ステップシステム」を構築する。

■3 外部有識者からの評価
　また、両事業ともに取り組み状況ついては、毎年、本学教育担当理事や各学部・研究科長からなる「グローバル戦略推進委員会」
において毎年度確認・成果を分析し、さらに元文部科学大臣や企業経営者、他大学教授などの幅広い視野や知見を持つ外部委員会か
らなる「グローバル戦略評価・検証委員会」において外部評価を実施しながらPDCAサイクルにより事業を実施している。
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） （タイプ ）

（ⅲ）実渡航とオンラインを組み合わせたハイブリッド型の交流

 AAEN学部向けプログラムであるオンラインによる「AAENレクチャー」については、各大学において単位化を行う。単位化のプロセ
スは日中韓各大学によって異なるが、各大学の質保証に委ねるものとする。東京藝大では当該部署の教員によって議論を重ね、当
該部局の教授会に諮り単位化されるプロセスであるが、AAENレクチャーについてもこのプロセスに則り単位化を行うことで質の保
証を担保していく。なお、日中韓以外の連携校などのレクチャー参加者について、学部生については、履修証明の付与を考えてい
る。
また、実渡航を伴わない「AAENワークショップ」については、オンラインでの各国の参加を呼びかける。ワークショップは主催大
学の予算と責任で行われるため、内容にもよるが主催大学での単位化を図る。連携校などからの参加者には、内容にもよるが、単
位互換や履修証明などを付与することを検討する。ワークショップの主催大学ワークショップの例：XR（拡張現実）ワークショッ
プ/ゲームデザインワークショップ/人間とコンピューターの共生(CUC)

大学間交流協定やダブルディグリープログラムなどによる実渡航を伴った交流について、コロナの状況を見ながら積極的に推進し
ていく。
K'ARTSとCUCと東京藝大は2015年から大学院修士課程の交換留学を実施し、これまでに派遣10名、受け入れ３名を行なってきた。
2020年度からはコロナ禍で中断しているが、この交換留学による交流を状況を見ながら再開していきたい。また、K'ARTSとのダブ
ルディグリープログラムも2022年度から開始される予定である。

（ⅱ）オンライン交流

（大学名： 東京藝術大学 A①：CAプラス

（４）評価
AAENでは外部評価者による客観的な評価を行う。
大学院向けプログラムCo-workのでは、作品内容に関する専門的知識に基づいた客観的評価として、最終成果発表イベントにアニ
メーションの専門家や産業界からのゲストを招き、評価をいただく「Co-work講評会」を実施している。芸術の分野は作品の点数
化が難しいために、従来、専門性を持つ評論家や作家、研究者等が作品についてのコメントを重ねていく「講評会」を持って作品
の評価としており、３カ国合わせて毎年15名程度のゲストにコメントを頂いている。またそれぞれの大学の他分野の専門の教員な
どが出席することにより、視野の広い講評も可能となっている。
AAENにおけるCo-workについても、この評価システムを継続し、完成作品について、できるだけ専門的知識に基づいた客観的評価を
得られるように、講評会のゲストについて各大学で検討し、「Co-work講評会」を行う。
また、Co-workだけでなく学部向けレクチャー、各種ワークショップなどAAENカリキュラム全体に対する評価については、幅広い視
点や他の専門分野からの客観的な意見などをいただくために、これまでの世界展開力事業の評価方法を踏襲する。具体的には、毎
年、本学教育担当理事や各学部・研究科長からなる「グローバル戦略推進委員会」において毎年度確認・成果を分析し、さらに元
文部科学大臣や企業経営者、他大学教授などの幅広い視野や知見を持つ外部委員会からなる「グローバル戦略評価・検証委員会」
において外部評価を実施しながらPDCAサイクルにより事業を実施する。

（５）その他ダブルディグリープログラムの推進による質保証
東京藝大大学院映像研究科は、韓国芸術総合学校（k'ARTS)と長年ダブルディグリープログラムについて、詳細な検討を重ねてき
たが、2021年8月にようやくMOU調印の予定となり、2022年度から実施予定である。このダブルディグリープログラムを積極的に推
進することで、連携の取り組み全体の質保証に努めていく。なお、タイのシラパコーン大学と本学大学院美術研究科は、博士後期
課程のダブルディグリープログラム協定を締結（2020年12月）し、質保証にかかる取り組みを進めており、学内でもその情報共有
などを行い、質の向上を目指す。

（ⅰ）実渡航による交流

大学院向け学生アニメーション国際共同制作（C-owork）は、企画から動画コンテまでをグループワークで行う「企画ステージ」
と、作画や仕上げ作業を行う「プロダクションステージ」に分かれる。このうち、「プロダクションステージ」については実渡航
を伴うカリキュラムとする。その他のプロセスは、基本的にはオンラインで実施し、全体としてハイブリッドなカリキュラムとす
る。
現在、これまで東京藝大の授業カリキュラム上は「国際共同制作演習（アニメーション）」として単位化されシラバスを作成し、
選択科目2単位として単位付与を行っている。参加校である韓国芸術総合学校(K'ARTS)と 中国伝媒大学(CUC)についても、それぞれ
の大学のカリキュラムとして単位化を行っている。この単位付与はそのまま継続とする。また連携大学等から優秀な学生がゲスト
として参加する場合は、履修証明を発行する。

（３）質保証
質保証として、全てのカリキュラムにおいて、単位化、または履修証明発行を目指す。
まず、大学院向けプログラムとしてのCo-workについては、現在、これまで東京藝大の授業カリキュラム上は「国際共同制作演習
（アニメーション）」として単位化されシラバスを作成し、選択科目2単位として単位付与を行っている。参加校である韓国芸術総
合学校(K'ARTS)と 中国伝媒大学(CUC)についても、それぞれの大学のカリキュラムとして単位化を行っている。この単位付与はそ
のまま継続とする。また連携大学等から優秀な学生がゲストとして参加する場合は、履修証明を発行する。
次に、主に学部向けプログラムである「AAENレクチャー」については、日中韓それぞれの大学において単位化を行う。単位化のプ
ロセスは日中韓各大学によって異なるが、各大学の質保証に委ねるものとする。東京藝大では当該部署の教員によって議論を重
ね、当該部局の教授会に図り単位化されるプロセスであるが、AAENレクチャーについてもこのプロセスに則り単位化を行うことで
質の保証を担保していく。なお、日中韓以外の連携校や協力校などからのレクチャー参加者について、学部生については、履修証
明の付与を行う。
なお、各種テーマや対象に向けて行われるワークショップについては、主催大学の予算と責任で行われるため、内容にもよるが主
催大学での単位化を図る。連携校などからの参加者には、単位互換や履修証明などを付与することを検討する。
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様式２

達成目標　【①～④合わせて7ページ以内】

①　将来の関係を見据えた連携強化に資する目標について

（ⅰ）事業計画全体の達成目標（事業開始～2025年度まで）

「日中韓 ＋ ASEAN の文化・経済圏発展に向けた、アニメーション教育・研究のための共創プラットフォーム構築」
　日本の誇るアニメーション文化は今や全世界的な広がりを見せ、東アジアやASEAN諸国でも日本アニメが非常に普及している。一
方で中国では国産アニメが記録的ヒットを飛ばし、シンガポールでは世界大規模のアニメフェスティバルが開催されるなど、アジ
ア諸国でのアニメ文化の開花が著しい。しかし一方で、これらを支える人材の教育やこれらの文化を後世に伝えていくための研究
などを見てみると、アニメーション専門の教育課程を持つ大学は非常に少なく、さらには実技を行う大学院課程を保有する大学は
ASEAN諸国では皆無である。また研究環境も十分ではない。
　東京藝術大学では平成28年に大学の世界展開力（ASEAN）および日中韓キャンパスアジアに採択され、ASEAN5カ国８大学と日中韓
３カ国で実践的プロジェクトを実施してきた。2021年度からは学内に「アジア・アートイニシアティブ」を設置し、全学的な戦略
の下に、アジア地域の文化芸術の発展のための交流を進めている。
　これまで、日本のアニメは　韓国をはじめアジア各国のプロダクションの力を借りて成長してきた。ある意味、日本アニメはア
ジア発のアニメと言っても過言ではない。今後は、このアニメーション文化・産業を、アジアの各国が共に創り、共に発展させて
いくために、日中韓およびタイ、シンガポール他、ASEAN各国の大学がネットワークを作り、教育カリキュラムの構築や、様々な交
流プログラムの実施、知見の共有などを通して、アニメーション教育・研究のインフラを構築していくことを目指す。それによ
り、将来のアジアのアニメーション文化・産業を担う人材を育成し、アニメーションを中心としたアジア文化・経済圏の更なる発
展に貢献することをめざす。

2021年度：アジアアニメーション教育ネットワーク（AAEN)の構築と学生アニメーション国際共同制作(Co-work)成果発表会を兼ね
たキックオフシンポジウムを実施する。また学部向けカリキュラムのオンラインレクチャーコンテンツを制作する。なお、2021年
度については日中韓の３大学間で、7～8月にかけてオンラインによりCo-work2021を行ったため、本申請に係る大学院向けカリキュ
ラムについては実施しない。
2022年度：大学院カリキュラムとしてのCo-work2022を実施する。また学部向けオンラインレクチャーの制作を３カ国で継続し、そ
の一部を試行的に実施する。年度後半には第２回AAENシンポジウムを開催する。また、連携校から呼びかけてAAEN協力校の拡大に
努める。協力校のうち、多摩美術大学の参加予定。ワークショップなども随時開催する。
2023年度：大学院カリキュラムとしてのCo-work2023の実施。学部向けオンラインレクチャーの運用開始。第3回AAENシンポジウム
を開催。協力校の新規参加呼びかけを実施。ワークショップなども随時開催する。
2024年度：大学院カリキュラムとしてのCo-work2024の実施。学部向けオンラインレクチャーの運用開始。第4回AAENシンポジウム
を開催。協力校の新規参加呼びかけを実施。ワークショップなども随時開催する。
2025年度：大学院カリキュラムとしてのCo-work2025の実施。学部向けオンラインレクチャーの運用開始。５年間の総決算となる第
5回AAENシンポジウムを開催。

（ⅱ）中間評価までの達成目標（事業開始～2022年度まで）

2021年度：アジアアニメーション教育ネットワーク（AAEN)の構築と学生アニメーション国際共同制作(Co-work)成果発表会を兼ね
たキックオフシンポジウムを実施する。また学部向けカリキュラムのオンラインレクチャーコンテンツを制作する。なお、2021年
度については日中韓の３大学間で、7～8月にかけてオンラインによりCo-work2021を行ったため、本申請に係る大学院向けカリキュ
ラムについては実施しない。
2022年度：大学院カリキュラムとしてのCo-work2022を実施する。また学部向けオンラインレクチャーの制作を３カ国で継続し、そ
の一部を試行的に実施する。年度後半には第２回AAENシンポジウムを開催する。また、連携校から呼びかけてAAEN協力校の拡大に
努める。協力校のうち、多摩美術大学の参加予定。ワークショップなども随時開催する。

②　養成しようとするグローバル人材像について

（ⅰ）事業計画全体の達成目標（事業開始～2025年度まで）

事業においては、以下に挙げる人材の養成を目指す。

　この為、本事業における交流プログラムを通じて、参加学生は以下の知識・技能を修得する。

このうち、大学院カリキュラムのCo-workについては、交流プログラム参加に係る事前学習を行なった上で、日中韓の学生がグルー
プとなって、共同企画、Web会議、共同制作、成果発表会におけるプレゼン・上映まで行い、上記①〜⑦までの全ての知識・技能の
修得が行えるようにする。また、単に技術だけでない、幅広い知識の修得のために、Co-work期間中、関連するテーマでのレク
チャーなども実施する。アウトプットとしてのCo-work作品について、非常に高いクオリティの短編アニメーションであるために、
AAENのWebページや国際映画祭、イベントなどに積極的に露出し、この事業のPRを図ると同時に、アーカイブとして残していく。

また学部レベルのオンラインレクチャーや、対象やテーマが多様なワークショップを通じて、世界的視野で自国やアジアの文化を
見られるような能力や、ゲームや情報技術などの異分野の技能の習得なども目指す。
それらによる成果（アウトカム）として、アジア全体のアニメーション産業への人材輩出、アニメーション分野における国際的な
作家／研究者の輩出、日本およびアジアのアニメーションに係る国際プレゼンスの向上を実現する。

①アニメーションの企画・制作・上映・配信に係る実践的なプロセス

②アニメーションの国際共同制作／国際共同研究の現状と将来展望

③アニメーションの国際共同制作に必要なハードウェア／ソフトウェアの操作・活用

④各国におけるアニメーション文化や産業の実態と世界全体における位置付け

⑤アニメーションおよび映像メディアコンテンツの制作に係る周辺領域（著作権、プロデュース等）

⑥アニメーション分野における各国の優れた技法、技術、表現、理論

⑦国際協働の場で多様な人材と適切なコミュニケーションをとる為の語学力

・国際的な視野を持ち、深い知識と高い技術を、世界の課題解決のための国際協働の場で活かせる人材

・映像分野におけるグローバル化を先導する人材

・アニメーション分野において国際共同制作や共同研究を牽引する人材

13



（大学名： 東京藝術大学 ）　　　（タイプ ）A①：CAプラス

2021年度：アジアアニメーション教育ネットワーク（AAEN)の構築と学生アニメーション国際共同制作(Co-work)成果発表会を兼ね
たキックオフシンポジウムを実施する。2021年度については日中韓の３大学間で、7～8月にかけてオンラインによりCo-work2021を
行ったため、その参加学生たちによる成果発表会を実施し、国際的な場での英語での作品プレゼンテーションの機会とする。
。
2022年度：大学院カリキュラムとしてのCo-work2022を実施する。参加は日中韓で合計15人を目安とし、他の連携校や協力校の中で
アニメーションの実技の優秀な能力を持つ学生はゲストとして招聘する。Co-workの参加に当たっては、事前レクチャーや期間中の
レクチャーなども行って学生が、英語や幅広い知識の習得ができるようにする。また学部向けオンラインレクチャーを試行的に実
施し、学生の反応のサーベイを行う。年度後半には第２回AAENシンポジウムを開催する。

（ⅱ）中間評価までの達成目標（事業開始～2022年度まで）

14



様式２

単位：人（延べ人数）

外国語力基準

　中間評価まで
(事業開始～
　2022年度まで)

　事後評価まで
(事業開始～
　2025年度まで)

【参考】本事業計画において派遣する日本人学生合計数

1
英語：英検準１級、TOEFLiBT50、TOEIC600相当
（CEFRにおける「B1」を参考水準とする）

10人（延べ数） 40人（延べ数）

2

3

（大学名： 東京藝術大学 ）　　　（タイプ ）

③－１　学生に修得させる具体的能力のうち、一定の外国語力基準をクリアする日本人学生数の推移について

（ⅰ）本事業計画において定める外国語力基準及び同基準をクリアする学生数に関する達成目標

達成目標

（ⅱ）外国語力基準を定めた考え方

英語の「B1」は、「身近な話題について主要点を理解できる」「個人的関心事項について脈絡のある文を作ることができる」「経
験、出来事を説明し、意見や計画の理由、説明を短く述べることができる」「講義や会議、テレビ番組のおおまかな趣旨を理解で
きる」と概ね規定され、これは国際共同演習における他国の学生とのコミュニケーションや、海外大学における短期集中講座の受
講に必要な水準である。

（ⅲ）事業計画全体の目標達成に向けたプロセス（事業開始～2025年度まで）

事業計画の全体において、英語の上記水準は、交流プログラムへの参加にあたって身に着けておくべき能力要件として定める。本
学の外国語教育専門機関である言語・音声トレーニングセンターによる授業科目・特別講義、スーパーグローバル大学創成支援事
業において導入したeラーニング英語学習システム、グローバルサポートセンターによる特別講座等により英語教育プログラムを提
供する。また、分野の特性を踏まえ、英語によるプレゼンテーションやピッチ（売り込み）をテーマとした特別講義を開講する。
また、上記のジェネラルな英語能力に加え、アニメーションや映像についての専門用語や批評における英語表現など、専門性に根
ざした英語も必要であり、専任の准教授による実践的な講座「国際コミュニケーション演習」により習得させる。

（ⅳ）中間評価までの目標達成に向けたプロセス（事業開始～2022年度まで）

2021年度は、英語教育について充実を図り、交流プログラムにおいて必要となる運用能力修得や到達度のチェックに係る体制整
備・制度構築を行う。

2022年度からは、大学院向けプログラムCo-workおよびワークショップなどに参加する学生について、上記の外国語力基準を満たす
能力を事前に修得させことを目的として、専任の准教授による実践的な講座「国際コミュニケーション演習」を毎年実施する。

A①：CAプラス
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様式２

（大学名： 東京藝術大学 ）　　　（タイプ ）

本事業では、「日中韓の質の保証を伴った大学間交流に関するガイドライン」に基づき、日中韓を中心とした連携大学の合同会議
「AAENカリキュラムディベロップメント会議」により教育プログラムを相互チェックする。また、産業界や、作家、専門的知識を
持つ研究者や評論家と等からも随時レビューを受け、加えて、本学の「グローバル戦略推進委員会」による自己評価、「グローバ
ル戦略評価・検証委員会」による外部評価により、事業の内容および質を定期的に検証する。一方で　KARTSと本学が2022年度から
実施予定の修士課程ダブルディグリープログラムにより、より高い質の保証を伴った取り組みを推進していく。

（ⅱ）中間評価までの達成目標（事業開始～2022年度まで）

2021年度は三大学の教員および必要に応じて連携大学を交えた「AAENカリキュラムディベロップメント会議」を複数回実施する。
2022年度から、カリキュラムの質保証と改善、開発のために次の４つの段階からなる「AAEN４ステップシステム」（前述）を開始
する。具体的には、参加学生や対象校教員に対する「サーベイ」、連携校教員による「AAENカリキュラムディベロップメント会
議」、各大学の単位化等による「質保証」には、そして客観的な「外部評価」を通じて、事前学習を含めた全プログラム全体の質
を毎年度向上させる。

A①：CAプラス

（ⅰ）事業計画全体の達成目標（事業開始～2025年度まで）

アジアアニメーション教育ネットワーク(AAEN)の大学院向けカリキュラム学生アニメーション国際共同制作(Co-work)における交流
プログラムを通じて、参加学生は以下の通り語学以外の知識・技能を修得する。
　①アニメーションの企画・制作・上映・配信に係る実践的なプロセス
　　・事前学習およびCo-workの全体工程を通じて修得する。
　②アニメーションの国際共同制作／国際共同研究の現状と将来展望
　　・事前学習およびCo-workの全体工程を通じて修得する。
　③アニメーションの国際共同制作に必要なハードウェア／ソフトウェアの操作・活用
　　・事前学習およびCo-workの全体工程を通じて修得する。
　④各国におけるアニメーション文化や産業の実態と世界全体における位置付け
　　・Co-workにおける各大学教員および招聘講師による講義等により修得する。
　　・レクチャーやワークショップにおいて、プログラム参加により修得する。
　⑤アニメーションおよび映像メディアコンテンツの制作に係る周辺領域の知識習得（著作権、プロデュース等）
　　・Co-workにおける各大学教員および招聘講師による講義等により修得する。
　　・レクチャーやワークショップにおいて、プログラム参加により修得する。
　⑥アニメーション分野における各国の優れた技法、技術、表現、理論
　　・Co-workの全体工程を通じて修得する。
　　・レクチャーやワークショップにおいて、プログラム参加により修得する。

◎それぞれの知識・技能に係る修得状況は、レポート、制作、プレゼンテーション、Co-workにおけるチーム作業の様子、上映会で
の成果発表等により、各国教員が共同で確認する。
◎また、大学院レベルのCo-work作品のクオリティチェックについては、専門分野の表現者、研究者、評論家などからなる「Co-
work講評会」を実施し、高品質の映像制作を目指していく。

（ⅱ）中間評価までの達成目標（事業開始～2022年度まで）

2021年度：アジアアニメーション教育ネットワーク（AAEN)の構築と学生アニメーション国際共同制作(Co-work)成果発表会を兼ね
たキックオフシンポジウムを実施する。2021年度については日中韓の３大学間で、7～8月にかけてオンラインによりCo-work2021を
行ったため、その参加学生たちによる成果発表会を実施し、国際的な場での英語での作品プレゼンテーションの機会とする。

2022年度：大学院カリキュラムとしてのCo-work2022を実施する。参加は日中韓で合計15人を目安とし、他の連携校や協力校の中で
アニメーションの実技の優秀な能力を持つ学生はゲストとして招聘する。Co-workの参加に当たっては、事前レクチャーや期間中の
レクチャーなども行って学生が、英語や幅広い知識の習得ができるようにする。また学部向けオンラインレクチャーを試行的に実
施し、学生の反応のサーベイを行う。年度後半には第２回AAENシンポジウムを開催する。

④　質の保証を伴った大学間交流の枠組みの形成及び拡大に向けた具体的な取組について

（ⅰ）事業計画全体の達成目標（事業開始～2025年度まで）

③－２　学生に修得させる具体的能力のうち、「③－１」以外について
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様式２

（ⅰ）日本人学生数の達成目標

39

9

（ⅱ）目標を設定した考え方及び達成までのプロセス（事業計画全体、中間評価までの双方について）

単位：人

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 合計

実際に渡航する学生 2 3 3 3 11

自国にて国際教育・交流プログラム
をオンラインで受講する学生

1 1 2 2 2 8

実渡航とオンライン受講を行う学生 5 5 5 5 20

合計人数 1 8 10 10 10 39

※１　現状は、事業の取組単位（全学、学部等）における２０２０年５月１日現在の人数。

（大学名： 東京藝術大学 ） （タイプ ）A①：CAプラス

（a）実渡航による交流

・K'ARTSおよびCCUCとの交換留学派遣(2名）
・K'ARTSとのダブルディグリープログラム(渡航は2023年度-)（１名）

（b）オンライン交流

・各種オンラインワークショップ参加（1～2名）

（c）実渡航とオンラインを組み合わせたハイブリッド型の交流

・大学院向けプログラム「Co-work」参加（５名）

（上記の内訳）

⑤　本事業計画において海外に留学する日本人学生数の推移【１ページ以内】

現状（２０２０年５月１日現在）※１　　　　　　（単位：人）

単位：延べ人数

事業計画全体の達成目標（事業開始～2025年度まで）

中間評価までの達成目標（事業開始～2022年度まで）
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様式２

74

17

単位：人

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 合計

実際に渡航する学生 2 3 3 3 11

自国にて国際教育・交流プログラム
をオンラインで受講する学生

2 3 6 6 6 23

実渡航とオンライン受講を行う学生 10 10 10 10 40

合計人数 2 15 19 19 19 74

※１　現状は、事業の取組単位（全学、学部等）における２０２０年５月１日現在の人数。

（大学名： 東京藝術大学 ） （タイプ ）A①：CAプラス

⑥　本事業計画において受け入れる外国人学生数の推移【１ページ以内】

現状（２０２０年５月１日現在）※１　　　　　　　（単位：人）

（ⅰ）外国人学生数の達成目標

単位：延べ人数

事業計画全体の達成目標（事業開始～2025年度まで）

中間評価までの達成目標（事業開始～2022年度まで）

（a）実渡航による交流

（上記の内訳）
（ⅱ）目標を設定した考え方及び達成までのプロセス（事業計画全体、中間評価までの双方について）

（b）オンラインによる交流

・東京藝大レクチャーへの参加（2023年より3名）
・各種オンラインワークショップ参加（3名）

（c）実渡航とオンラインを組み合わせたハイブリッド型の交流

・大学院向けプログラム「Co-work」参加（中国５名、韓国５名）

・K'ARTSおよびCCUCとの交換留学受け入れ(2名）
・K'ARTSとのダブルディグリープログラム(渡航は2023年度-)（１名）
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様式２

（ⅰ）－1：プログラム全体の派遣・受入交流学生数

派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入

1 2 8 15 10 19 10 19 10 19 39 74

2 2 3 3 3 3 3 3 11 11

1 2 1 3 2 6 2 6 2 6 8 23

5 10 5 10 5 10 5 10 20 40

（ⅰ）－２：日中韓の三カ国共通の財政支援の有無及び交流相手国・地域別　内訳

派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入

1 2 8 15 10 19 10 19 10 19 39 74

実渡航 1 1 1 1 1 1 1 1 4 4

オンラ
イン 0 0

ハイブ
リッド 5 5 5 5 0 20

実渡航 1 1 2 2 2 2 2 2 7 7

オンラ
イン 0 0

ハイブ
リッド 5 5 5 5 0 20

実渡航 0 0

オンラ
イン 0 0

ハイブ
リッド 0 0

実渡航 0 0

オンラ
イン 0 0

ハイブ
リッド 5 5 5 5 20 0

実渡航 0 0

オンラ
イン 0 0

ハイブ
リッド 0 0

実渡航 0 0

オンラ
イン 0 0

ハイブ
リッド 0 0

実渡航 0 0

オンラ
イン 1 2 1 3 2 6 2 6 2 6 8 23

ハイブ
リッド 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実渡航 0 0

オンラ
イン 0 0

ハイブ
リッド 0 0

（大学名： ） （ タイプ ）

自己負担または大学負担等に
よる交流学生数

東京藝術大学 A①：CAプラス

2025年度 合計

三カ国共通の財政支援対象
となる交流学生数

交流相手国

中国

交流相手国

韓国

交流相手国

ASEAN

交流相手国

中国
及び
韓国

交流相手国

中国、
韓国及び
ASEAN

交流相手国

中国
及び

ASEAN

交流相手国

韓国
及び

ASEAN

各年度の派遣及び受入合計人数
（交流期間、単位取得の有無等

の内訳は（ⅲ）表参照）

実際に渡航する学生
（以下「実渡航」）

自国にて国際教育・交流プログラム
をオンラインで受講する学生

（以下「オンライン」）

実渡航とオンライン受講を行う学生
（以下「ハイブリッド」）

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

⑦　交流学生数について（2021年度は事業開始以後の人数）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

（ⅰ）本事業で計画している交流学生数

中国側大学 韓国側大学 ASEAN側大学

中国伝媒大学 韓国芸術総合学校 シラパコーン大学

合計2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度
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様式２

（ⅱ）国内大学及び交流プログラムごとの交流学生数

① 単位取得を伴う交流期間30日未満の交流 実渡航

② 単位取得を伴う交流期間30日以上３ヶ月未満の交流 オンライン

③ 単位取得を伴う交流期間３ヶ月以上の交流 ハイブリッド

④ 上記以外の交流期間30日未満の交流

⑤ 上記以外の交流期間30日以上３ヶ月未満の交流

⑥ 上記以外の交流期間３ヶ月以上の交流

１．【代表申請大学】

大学名

A B C A B C A B C A B C A B C

派遣 ③ 1 1 1 1 4

派遣 ③ 1 2 2 2 7

派遣 ③ 5 5 5 5 20

派遣 ④ 1 1 2 2 2 8

受入 ③ 1 1 1 1 4

受入 ③ 5 5 5 5 20

受入 ③ 1 2 2 2 7

受入 ③ 5 5 5 5 20

受入 ④ 2 3 3 3 3 14

受入 ⑥ 3 3 3 9

２．【国内連携大学等】

大学名

A B C A B C A B C A B C A B C

派遣 0

受入 0

派遣 0

受入 0

（大学名： ） （ タイプ ）東京藝術大学 A①：CAプラス

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度
合計

交換留学+DDP（韓国芸術総合学校）

交換留学+DDP（韓国芸術総合学校）

オンラインレクチャー（中国・韓国・タイ）
※履修証明含む

交流プログラム名
(相手大学名)

交流
方向

交流
形態

2021年度

ワークショップ（中国・韓国・タイ）

Co-work（中国伝媒大学）

Co-work（韓国芸術総合学校）

2023年度 2024年度 2025年度
合計

交換留学（中国伝媒大学）

交換留学（中国伝媒大学）

東京藝術大学

交流プログラム名
(相手大学名)

交流
方向

交流
形態

2021年度 2022年度

Co-work（中国および韓国）

ワークショップ（中国・韓国・タイ）

交流形態

A

B

C
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様式２

（ⅲ）本事業で計画している交流学生数（派遣・受入別 各内訳の集計）

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度

2025
年度

合計

1 8 10 10 10 39

【交流形態別　内訳】

0 0 0 0 0 0

0

0

0

0 0 0 0 0 0

0

0

0

0 7 8 8 8 31

2 3 3 3 11

0

5 5 5 5 20

0 0 0 0 0 0

0

0

0

0 0 0 0 0 0

0

0

0

1 1 2 2 2 8

0

1 1 2 2 2 8

0

（大学名： ） （ タイプ ）

実渡航

オンライン

ハイブリッド

東京藝術大学 A①：CAプラス

⑤　上記以外の交流期間30日以上3ヶ月未満の交流

実渡航

オンライン

ハイブリッド

⑥　上記以外の交流期間3ヶ月以上の交流

実渡航

オンライン

ハイブリッド

④　上記以外の交流期間30日未満の交流

実渡航

オンライン

ハイブリッド

②　単位取得を伴う交流期間30日以上3ヶ月未満の交流

実渡航

オンライン

ハイブリッド

③　単位取得を伴う交流期間3ヶ月以上の交流

年度別合計人数

①　単位取得を伴う交流期間30日未満の交流

実渡航

オンライン

ハイブリッド

【日本人学生の派遣】
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様式２

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度

2025
年度

合計

2 15 19 19 19 74

【交流形態別　内訳】

0 0 0 0 0 0

0

0

0

0 0 0 0 0 0

0

0

0

0 12 13 13 13 51

2 3 3 3 11

0

10 10 10 10 40

0 0 0 0 0 0

0

0

0

0 0 0 0 0 0

0

0

0

2 3 6 6 6 23

0

2 3 6 6 6 23

0

（大学名： ） （ タイプ ）

実渡航

オンライン

ハイブリッド

東京藝術大学 A①：CAプラス

⑤　上記以外の交流期間30日以上3ヶ月未満の交流

実渡航

オンライン

ハイブリッド

⑥　上記以外の交流期間3ヶ月以上の交流

実渡航

オンライン

ハイブリッド

④　上記以外の交流期間30日未満の交流

実渡航

オンライン

ハイブリッド

②　単位取得を伴う交流期間30日以上3ヶ月未満の交流

実渡航

オンライン

ハイブリッド

③　単位取得を伴う交流期間3ヶ月以上の交流

【外国人学生の受入】

年度別合計人数

①　単位取得を伴う交流期間30日未満の交流

実渡航

オンライン

ハイブリッド
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様式２

（ⅳ）派遣・受入別　交流プログラム学生数の詳細

①日本人学生の派遣　（日本⇒中国、韓国、ASEAN）【計画】

実渡航
オンラ
イン

ハイブ
リッド

令3 10月 ~ 東京藝大 CUC 中国 アニメ祭ANIWOWワークショップ
④：上記以外の
交流期間30日未満の交流 1 1

令4 ５月 ~ ８月 東京藝大 CUC,K'ARTS 中国/韓国
学生アニメーション共同制作
（Co-work)

③：単位取得を伴う
交流期間3ヶ月以上の交流 5 5

令4 ４月 ~ ３月 東京藝大 CUC,K'ARTS 中国/韓国 交換留学
③：単位取得を伴う
交流期間3ヶ月以上の交流 2 2

令4 10月 東京藝大 CUC,K'ARTS 中国/韓国 ワークショップ
④：上記以外の
交流期間30日未満の交流 1 1

令5 ５月 ~ ８月 東京藝大 CUC,K'ARTS 中国/韓国
学生アニメーション共同制作
（Co-work)

③：単位取得を伴う
交流期間3ヶ月以上の交流 5 5

令5 ４月 ~ ３月 東京藝大 CUC,K'ARTS 中国/韓国 交換留学（DDP含む）
③：単位取得を伴う
交流期間3ヶ月以上の交流 3 3

令5 10月 東京藝大 CUC,K'ARTS 中国/韓国 ワークショップ
④：上記以外の
交流期間30日未満の交流 2 2

令6 ５月 ~ ８月 東京藝大 CUC,K'ARTS 中国/韓国
学生アニメーション共同制作
（Co-work)

③：単位取得を伴う
交流期間3ヶ月以上の交流 5 5

令6 ４月 ~ ３月 東京藝大 CUC,K'ARTS 中国/韓国 交換留学（DDP含む）
③：単位取得を伴う
交流期間3ヶ月以上の交流 3 3

令6 10月 東京藝大 CUC,K'ARTS 中国/韓国 ワークショップ
④：上記以外の
交流期間30日未満の交流 2 2

令7 ５月 ~ ８月 東京藝大 CUC,K'ARTS 中国/韓国
学生アニメーション共同制作
（Co-work)

③：単位取得を伴う
交流期間3ヶ月以上の交流 5 5

令7 ４月 ~ ３月 東京藝大 CUC,K'ARTS 中国/韓国 交換留学（DDP含む）
③：単位取得を伴う
交流期間3ヶ月以上の交流 2 3

令7 10月 東京藝大 CUC,K'ARTS 中国/韓国 ワークショップ
④：上記以外の
交流期間30日未満の交流 3 2

②外国人学生の受入　（中国、韓国、ASEAN⇒日本）【計画】

実渡航
オンラ
イン

ハイブ
リッド

令3 10月 ~
CUC,K'ARTS
シラパコーン

日本 東京藝大
アニメ祭ANIWOWワークショップ（オン
ライン参加者も含む）

④：上記以外の
交流期間30日未満の交流 2 2

令4 ５月 ~ ８月 CUC 日本 東京藝大
学生アニメーション共同制作
（Co-work)

③：単位取得を伴う
交流期間3ヶ月以上の交流 5 5

令4 ５月 ~ ８月 K'ARTS 日本 東京藝大
学生アニメーション共同制作
（Co-work)

③：単位取得を伴う
交流期間3ヶ月以上の交流 5 5

令4 ４月 ~ ３月 CUC,K'ARTS 日本 東京藝大 交換留学
③：単位取得を伴う
交流期間3ヶ月以上の交流 2 2

令4 10月
CUC,K'ARTS
シラパコーン

日本 東京藝大
ワークショップ（オンライン参加者も含
む）

④：上記以外の
交流期間30日未満の交流 3 3

令5 ５月 ~ ８月 CUC 日本 東京藝大
学生アニメーション共同制作
（Co-work)

③：単位取得を伴う
交流期間3ヶ月以上の交流 5 5

令5 ５月 ~ ８月 K'ARTS 日本 東京藝大
学生アニメーション共同制作
（Co-work)

③：単位取得を伴う
交流期間3ヶ月以上の交流 5 5

令5 ４月 ~ ３月 CUC,K'ARTS 日本 東京藝大 交換留学（DDP含む）
③：単位取得を伴う
交流期間3ヶ月以上の交流 3 3

令5 10月
CUC,K'ARTS
シラパコーン

日本 東京藝大
ワークショップ（オンライン参加者も含
む）

④：上記以外の
交流期間30日未満の交流 3 3

令5 ４月 ~ ３月
CUC,K'ARTS
シラパコーン

日本 東京藝大 レクチャー（オンライン参加者も含む）
⑥：上記以外の
交流期間3ヶ月以上の交流 3 3

令6 ５月 ~ ８月 CUC 日本 東京藝大
学生アニメーション共同制作
（Co-work)

③：単位取得を伴う
交流期間3ヶ月以上の交流 5 5

令6 ５月 ~ ８月 K'ARTS 日本 東京藝大
学生アニメーション共同制作
（Co-work)

③：単位取得を伴う
交流期間3ヶ月以上の交流 5 5

令6 ４月 ~ ３月 CUC,K'ARTS 日本 東京藝大 交換留学（DDP含む）
③：単位取得を伴う
交流期間3ヶ月以上の交流 3 3

令6 10月
CUC,K'ARTS
シラパコーン

日本 東京藝大
ワークショップ（オンライン参加者も含
む）

④：上記以外の
交流期間30日未満の交流 3 3

令6 ４月 ~ ３月
CUC,K'ARTS
シラパコーン

日本 東京藝大 レクチャー（オンライン参加者も含む）
⑥：上記以外の
交流期間3ヶ月以上の交流 3 3

令7 ５月 ~ ８月 CUC 日本 東京藝大
学生アニメーション共同制作
（Co-work)

③：単位取得を伴う
交流期間3ヶ月以上の交流 5 5

令7 ５月 ~ ８月 K'ARTS 日本 東京藝大
学生アニメーション共同制作
（Co-work)

③：単位取得を伴う
交流期間3ヶ月以上の交流 5 5

令7 ４月 ~ ３月 CUC,K'ARTS 日本 東京藝大 交換留学（DDP含む）
③：単位取得を伴う
交流期間3ヶ月以上の交流 3 3

令7 10月
CUC,K'ARTS
シラパコーン

日本 東京藝大
ワークショップ（オンライン参加者も含
む）

④：上記以外の
交流期間30日未満の交流 3 3

令7 ４月 ~ ３月
CUC,K'ARTS
シラパコーン

日本 東京藝大 レクチャー（オンライン参加者も含む）
⑥：上記以外の
交流期間3ヶ月以上の交流 3 3

（大学名： 東京藝術大学 ）　　　　　　　（タイプ ）

交流学
生数

（内訳）

交流形態

A①：CAプラス

交流学
生数

（内訳）
年
度

交流期間 派遣元大学 派遣相手国
交流内容

（交流プログラム名等）
派遣先大学 交流形態

年
度

交流期間 派遣元大学 派遣先大学
交流内容

（交流プログラム名等）
派遣相手国
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様式２

（ⅴ）宿舎の提供について

派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入

5 5 5 5 5 5 5 5 20 20

（ⅵ）同窓会ネットワークへの参加者数について　※タイプA①・A②のみ

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度

2025
年度

合計

2 5 5 5 5 22

【参加者を増加させるための取組】

（ⅶ）任意指標　※タイプA②・B②のみ
※第２モードまでの実績と比較して発展的な内容にするために必要な任意指標を適宜設定してください
【現状分析及び目標設定】

（設定指標）

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度

2025
年度

合計

1 1 1 1 1 5

0

0

0

0

【計画内容】

（大学名： 東京藝術大学 A①：CAプラス ）

2025年度 合計

宿舎（大学所有の宿
舎、大学借り上げによ
る宿舎等）を提供予定

の学生数

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

第2モードまでの間に準備を進めてきた同窓会ネットワーク
への参加者数について

アジアアニメーション教育ネットワーク(AAEN)は日中韓が中心となって、アニメーションの教育・研究の
インフラをASEAN地域を含むアジア地域に構築する試みである。ASEAN諸国には、アニメーションの専門
課程を持つ大学が非常に少ないために、AAENでは「協力校」としてネットワークを構築し、情報や知見の
共有を図る予定である。ネットワークを広げるための目標を設定する。

（指標１）AAEN「協力校」数の拡大

（指標２）

（指標３）

（指標４）

（指標５）

これまで本学が行ってきたASEAN地域大学への参加を呼びかけ、オンラインレクチャーへの参加などを足
掛かりに、裾野を広げていくようにする。
また中国・韓国大学がつながりを持っている大学もあり、それらの大学にも参加を呼び掛ける。加えて、
日本国内の芸術大学にも門戸を広げ、成果普及を含め、参加校を増やしていく。

）（タイプ

Co-workのホームページにて、成果等の発表を行う他、各大学でCo-workの同窓生のメーリングリストを作り、
co-workの最終上映会の情報などを積極的に発信していく。
同窓生の中からCo-workのサポーターを募集し、作品制作の助言やサポートを行なってもらう。
同窓生の中からキャンパスアジア・プラス業務を行う助手を雇用し、彼らを中心に同窓生間に情報発信を行う。
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様式２

（ⅰ）単位互換を実施する海外相手大学数【計画】
（単位：校）

派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入

1 1 1 1 1 1 3 3

（ⅱ）相手大学ごとの単位互換内訳【計画】

【派遣する日本人学生が取得した単位の互換】

１．代表申請大学　　【大学名：　東京藝術大学　】

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度

2025
年度

合計

0

0

1 1 1 3

10 10 10 30

0

0

0 0 1 1 1 3

0 0 10 10 10 30

２．国内連携大学　　【大学名：　　　　　　　　　　　】

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度

2025
年度

合計

0

0

0

0

0

0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

東京藝術
大学 ） ）

認定者数

認定単位数

認定者数

認定単位数

年度別認定者数合計

年度別認定単位合計

（大学名： （タイプ A①：CAプラス

年度別認定者数合計

年度別認定単位合計

相手大学名

認定者数

認定単位数

韓国芸術総合学校
認定者数

認定単位数

シラパコーン大学
認定者数

認定単位数

単位互換を実施する
海外相手大学数

相手大学名

中国伝媒大学
認定者数

認定単位数

⑧　海外相手大学との単位互換について

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 合計
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様式３ 

（大学名： 東京藝術大学  ）（タイプ A①：CA プラス） 

 

 

外国人学生の受入及び日本人学生の派遣のための環境整備 【①～③合わせて２ページ以内】 

① 日本人学生の派遣のための環境整備 

【実績・準備状況】 

留学中の日本人学生に対する相談体制、履修面・学修面・生活面等のサポート体制・情報提供等  

 本学では、グローバル戦略の一環として 2014 年 11 月に大学事務局に「国際企画課」を新設、同年

12 月には「グローバルサポートセンター」を創設し、海外留学を希望する日本人学生を対象に、海

外留学に際して必要となる基本情報（単位認定等教学面に係る留学前・留学中・留学後の諸手続や留

意点、ビザ等入出国関係、保険・健康管理、留学先の生活関連情報等）について幅広な情報提供を行

うとともに、個別相談にも随時応じ、留学中の学生に対して E-mail・skype 等による支援をしてい

る。また、特に昨今の国際情勢への対応として、安全・危機管理に係るマニュアルの作成に加え、派

遣先国の連携大学・在外公館等も含め、緊急時を想定した連絡ルート確保に係る仕組みを整備した。

加えて、経済的サポートとして、本学「藝大基金」を活用した海外派遣・海外留学に係る給付型奨学

金により、意欲のある学生の海外活動を促進している。 

産業界との連携  

 本学・映像研究科では、映画やアニメーション等の専攻分野の特性上、設置当初より産業界と密接

な連携関係を有しており、在籍している教員には、現役の映画監督やアニメーション作家等も多い。

それによる個人的なネットワーク等を活かし、アニメーション作家の招聘による「コンテンポラリ

ー・アニメーション入門」をこれまで 25 回以上、公開講座として開講している。また、本学の教員

は 2012 年より、ディレクター／プロデューサーとして産学共同ワークショップ「アニメーションブ

ートキャンプ」の実施に参画している。この事業は、大学や専門学校等でアニメーションを学ぶ学生

たちに、日本のトップレベルのアニメーター達が指導を行うものである。その他、映像研究科アニメ

ーション専攻とメディア映像専攻が共管で開催しているゲームコースでは、スクエア・エニックス社

の社員をメンターとして派遣してもらい、個別学生へ産業的視点からの指導をいただいている。この

ように産業界との連携による人材育成プログラムの構築を積極的に展開してきた実績を有している。 

修了生の就職先も、以下に挙げる通り、映像メディアやアニメーションに関する企業が数多く名を

連ねている。 

アニメーション専攻修了生の主な就職先 

カプコン、任天堂、スターダストピクチャーズ、博報堂 DY メディアパートナーズ、電通、読売広

告社、テレビ朝日、アスミック・エース、アオイスタジオ、アルカブース、ファントム・フィル

ム、KADOKAWA メディア・ファクトリー、任天堂川口市映像・情報メディアセンター、東京都写真

美術館、東京国立近代美術館フィルムセンター、NHK、ピクチャーエレメント、ユーロスペース、

カプコン、東映アニメーション、小学館 等  
※アニメーション作家／監督、映画監督／脚本家／スタッフ／評論家として独立する者、教育研究機関に就職する

者も多い。 

【計画内容】 

本事業では、外国人学生に係る支援については、スーパーグローバル大学創成支援事業等により

構築済の体制・システムを活かした対応を基本としつつ、更なる強化として、専任教員１名・サポ

ート教員１名を新たに配置する。（外国人留学生の支援強化として新たに配置する教員・スタッフと

同一であり、受入・派遣を総合的に担当することで効率的に業務を行う）。国際共同演習・各種ワー

クショップについては各国の教員によるサポートが得られ、特に国際共同演習で先方機関によりチ

ューター役となる学生が配置される。また、派遣学生に対しては、受入機関より個人制作のスペー

スおよび適切な機材が無償で貸与される。あわせて、コロナ禍に対する対策・サポートも各機関が

連携して学生に行う。 

また、学部生向けのオンライン講義については、原則英語で行うが、必要に応じて各国語の補助

資料を作成するなど、語学による問題が履修に対するハードルにならない様に配慮する。 

産業界との連携についてもより一層強化し、国際共同演習では、アニメーションの企画・制作・

上映という全行程において、産業界の人材による指導・アドバイス・評価等が得られるようにす

る。ワークショップなどの短期集中講座が渡航先で行われる場合、各国のメディア関連企業や商業

アニメプロダクションにおける現場実習／インターンシップを開設し、派遣学生が海外において実

践的な経験を積める教育プログラムを構築する。 

② 外国人学生の受入のための環境整備 
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様式３ 

（大学名： 東京藝術大学  ）（タイプ A①：CA プラス） 

 

【実績・準備状況】 

外国人学生の在籍管理のための体制整備、各種サポート体制、履修体系等に係る情報提供等  

 本学では、前述の「国際企画課」において、外国人学生の在籍管理・学修支援・生活支援・各種手

続き支援等を集約的に対応しており、「グローバルサポートセンター」の専門スタッフ・サポートス

タッフ・日本語教員との連携や、従来制度を抜本的に改編し研究室・専門領域単位で全学的に配置し

た「留学生支援チューター（先輩学生による指導・助言）」のネットワーク化、総合キャリアポート

フォリオシステムによる一元的情報管理等、外国人留学生の支援に係る多重体制を構築している。ま

た、本学・映像研究科は、例年新入生の２割程度が東アジアを中心とした外国人留学生であり、教職

員による受入・指導体制や先輩留学生によるサポート体制は十分に整備されている。 

加えて、手続き、通知、注意喚起等に係る学内資料はすべて英語化を完了しており、追加分につい

ても即座に学内で英訳・校正作業を行う業務フローが整備済である。履修体系等に係る情報も含めた

英語版 Web サイトの整備、シラバス全情報の多言語化（中国語・韓国語を含む）、語学力に優れた教

務事務スタッフの配置による履修指導の円滑化等、受け入れた外国人留学生に困難・不安を感じさせ

ない環境構築がなされている。 

産業界との連携  

 本学・映像研究科においては、前述のとおり産業界と密接な関係を有しており、それによる個人的

なネットワーク等を活かし、アメリカの南カリフォルニア大学との国際共同プログラムを実施中の映

像研究科ゲームコースでは、スクエア・エニックス社の社員をメンターとして派遣してもらい、個別

学生へ産業的視点からの指導をいただいている。このように産業界との連携による人材育成プログラ

ムの構築を積極的に展開してきた実績を有している。 

連携実績のあるメディア関連企業、プロダクション 

スクウェア・エニックス、任天堂、ゲームフリークス、ＮＨＫ、手塚プロダクション、スタジオジ

ブリ、プロダクション・アイジー、日本アニメーション、テレコム・アニメーションフィルム、Ｗ

ｏｗｍａｘ Ｍｅｄｉａ, ＬＬＣ、ボンズ、東映アニメーション、ピクチャーエレメント、トラン

スフォーマー、ACWDEEP、日本照明、IMAGICA、Pinewood Iskandar Malaysia Studios、NEC ディス

プレイソリューションズ、松竹ブロードキャスティング、アミューズ、衛星劇場 等 

【計画内容】 

本事業では、外国人学生に係る支援については、スーパーグローバル大学創成支援事業等により

構築済の体制・システムを活かした対応を基本としつつ、更なる強化として、専任教員１名・サポ

ート教員１名を新たに配置する。（外国人留学生の支援強化として新たに配置する教員・スタッフと

同一であり、受入・派遣を総合的に担当することで効率的に業務を行う）。国際共同演習・各種ワー

クショップについては各国の教員によるサポートが得られ、特に国際共同演習で先方機関によりチ

ューター役となる学生が配置される。また、派遣学生に対しては、受入機関より個人制作のスペー

スおよび適切な機材が無償で貸与される。あわせて、コロナ禍に対する対策・サポートも各機関が

連携して学生に行う。 

③ 関係大学間の連絡体制の整備 

【実績・準備状況】 

本学と、本申請に係る連携大学である韓国芸術総合学校（K’ARTS)とは、2005 年に大学間の国際

交流協定を締結済であり、現在、ダブルディグリー協定締結の準備が進められている。中国伝媒大学

(CUC)とも2016年世界展開力強化事業採択時に大学間のMOUを締結した（更新協議中）。また、タイの

シラパコーン大学とは、2013 年に大学間の国際交流協定を締結済であり、本学美術研究科は、2020

年 12 月に博士後期課程のダブルディグリープログラム協定も締結した。韓国芸術総合学校と中国伝

媒大学とは既に「大学の世界展開力強化事業‐キャンパス・アジア（CA）事業の推進‐」において

2016 年から 2020 年の 5 年間にわたり Co-Work 事業をともに実施してきている為、大学間における十

分な連絡・情報共有体制が整備されている。加えて、大学間交流の発展に向け、国際企画課およびグ

ローバルサポートセンターを中心に、全学的に OB・OG ネットワークの整備を進めていることも含

め、持続的な交流関係の構築が図られている。 

【計画内容】  

本事業においては、従前の連携体制に加え、新たに配置する専任教員１名とサポートスタッフ１

名が、連携大学との連絡調整・情報共有、国際共同演習および短期集中講座に係る包括的なマネジ

メントや派遣学生／受入学生のサポートを行う。それにより、国際共同カリキュラムの運営を安定

的に実施することが可能となる。また、OB・OG ネットワークを拡大・活用し、卒業・修了後のサポ

ート体制を整備する。 
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様式４ 

（大学名： 東京藝術大学  ）（タイプ A①：CA プラス） 

 

事業の実施に伴う大学の国際化と情報の公開、成果の普及 【①～②合わせて２ページ以内】 

① 事業の実施に伴う大学の国際化 

【実績・準備状況】 

実施大学のみに留まらない大学間交流の充実・発展に資する取組  

本学・映画専攻は、15大学が加盟する全国映画教育協議会の幹事学校として活動をしており、例え

ば 2014 年と 2015 年に主催した「デジタルシネマ撮影ワークショップ」では、加盟校から講師と参加

者を募り、他大学も含めて多くの学生に学修機会を提供した。本事業において開催する特別講義等に

おいても、本協議会を通じて、広く参加者を募ることが可能である。 

また、本学は、多摩美術大学をはじめ、日本国内でアニメーション教育を行っている 28 大学の連

合体である ICAF(インターカレッジアニメーションフェスティバル）にも幹事校として参画してい

る。 

加えて、本学は「国公立５芸術大学連携ネットワーク」を形成し、毎年度、学長級による定期的な

懇談会・連絡協議会開催、各大学が実施するイベントおよび教育プログラムへの相互参加、それらを

通じた教育研究に係る知見・ノウハウ・情報の共有・教職員の交流による FD・SD 等が行われてい

る。 

さらに、2016 年 7 月に本学の主導により「芸術系大学コンソーシアム」を創設した。2020 年 8 月

現在、全国 58 大学が参加しており、他分野でも類を見ない大規模・広範な大学間ネットワークとし

て国や地方自治体等と協働した多様な芸術文化活動を推進するとともに、全国規模での共同教育プロ

グラムの開発・実施や共同研究の推進、さらには、大学施設や学術文化資源等の共同利用など、大学

単体での制約・限界を越えることで、教育研究や芸術活動の質的向上を目指している。 

こうした国内ネットワークと、本事業における交流プログラムとを連動させることで、国際共同授

業やシンポジウム、展覧会等への参加校・参加学生の増加や、それによる成果の発信・共有が可能と

なる。 

 

大学の国際化戦略における本事業の位置付け、本事業の相手大学も含めた組織的・継続的な連携体制 

本学は、2016 年 6 月に中長期的なビジョンとして「学長宣言 2016」及び「大学改革・機能強化推

進戦略 2016」を策定・公表しており、具体的なアクションプランとして、以下を掲げている。 
 
◆海外一線級アーティスト等のユニット誘致による国際共同プロジェクトを推進 

◆国境を超えた相互交流や芸術文化外交を促進し、世界的な芸術教育研究拠点として国際プレゼン

スを確立 

◆教育研究や芸術活動に係る成果物の社会還元等を通じて戦略的なプロモーション活動を実行 

◆産業界等との連携基盤を活かしたキャリア支援プログラムの充実 
  
更に、2017 年 10 月 10 日の創立 130 周年記念式典で発表された「NEXT 10 Vision」では、今後 10

年間の重点推進項目の一つとして国際化を掲げ、本学における研究・教育の実績を広く世界に発信す

る決意を示した。 

本事業は、この中長期ビジョンに基づくものであり、「第３期中期目標・計画」においても、本事

業に係る交流プログラムの意義・方向性等の位置付けは明確である。 

 

【計画内容】 

「東京藝大アジア・アート・イニシアティブ」の設置 

2015 年以降取り組んできた大学の世界展開力事業「キャンパスアジア」および「ASEAN」事業を持

続可能なものとし、本学のこれまで取り組んできた「アジア地域の文化芸術」を対象とする取組の発

展的な展開を目指し、今後の展開のためのリサーチとトライアルを行うプロジェクト事業「東京藝大

アジア・アート・イニシアティブ」をグローバルサポートセンター内に令和３年度に設置した。そこ

では、将来的に部局横断的な「アジア総合芸術研究センター」（仮）として大学内組織の設立を目指

すことを前提とし、その設計とともに、「アジアの文化芸術」を対象としたリサーチやトライアルプ

ロジェクトに取り組む。 

 

アートを基軸とした国際社会に向けた「共生・共創プラットフォーム」の構築・展開 

現在、計画中である第４期中期目標・計画に基づき、「世界最高水準の実践的な教育研究」および

「芸術の力または芸術と異分野との融合による社会的課題の解決に係る教育研究」を連動的・持続的
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様式４ 

（大学名： 東京藝術大学  ）（タイプ A①：CA プラス） 

 

に行う為の「共生・共創プラットフォーム」の形成を推進し、世界・社会で活躍できるアーティス

ト・実務家等を継続的に輩出しつつ、人材・資金・資源の好循環を構築する。具体的には Shared 

Campusや海外連携プロジェクトを活用し、多様な海外大学/機関等が共通テーマの下に参画/協働する

プラットフォームの形成を目指す。 

➁ 国内外への情報提供の方法・体制、成果の普及 

【実績・準備状況】 

国内外への情報提供・成果普及の体制  

本学では、平成 22 年の学校教育法施行規則改正を踏まえた情報公表は当然として、創立以来、芸

術大学の特性に基づき、外部に対する成果の積極的発表・発信を前提とした教育研究を行ってきた実

績があり、教育研究成果やその過程・地域連携事業・国際貢献事業等について積極的に情報を公開し

てきた。近年は、英語を主とした多言語による広報活動を「ブランディング戦略」として推進してお

り、グローバルサポートセンターを中心として外国語による安定的な情報発信に係る業務フローの構

築が完了している。 

また、キャンパスアジア事業にて日中韓の３校が行ってきた Co-work の活動内容は下記特設サイト

「Caica Online」にて発信されており、これまでの Co-work の参加者一覧とそこで制作した短編アニ

メーションを全て視聴できる環境が整っている（http://caica.online/）。 

加えて、大学の世界展開力強化事業（ASEAN）事業に関する活動は下記特設サイト「TMOP（Tokyo 

University of the Arts⇄Mekong Online Platform）」にて掲載されている。ここにはメコン流域諸国

のタイ、ベトナム、カンボジア、ラオス、ミャンマーの５カ国にある芸術大学をはじめ、音楽家やア

ーティスト、さまざまな文化実践者たちと交流し、実践を重ね、築いてきたネットワークを

Practice,Conversation,Network,Archive の４つのカテゴリーに分け、活動状況を掲載している。

（https://tmop.geidai.ac.jp/） 

 

「Tokyo Geidai ⇄ Asia 2021(東京藝大インタラクティブアジア月間)」の開催 

2021 年 1 月、「東京藝大インタラクティブアジア月間」と題し、アジア地域との国際交流に焦点を

あてたオンラインでの国際シンポジウム・国際フォーラムや、芸術ジャンルごとのテーマによるディ

スカッションイベントなどを１ヶ月にわたり集中的に実施した。この取組みは、2016年度より「大学

の世界展開力強化事業（アジア諸国等との大学間交流の枠組み強化）」として、５年間に亘りアジア

地域との芸術文化交流を継続的に推進し、その最終年度における成果の総括と今後の発展を目指した

ものである。アジア各国のパートナー大学の教員・学生も参加し、これまでの取り組みの振り返りや

今後についての議論をフォーラムやイベントを通じて行った。 

その中の、国際シンポジウム「Co-work 融合と競争-日中韓学生アニメーション共同制作-」では、

映像研究科アニメーション専攻が韓国綜合芸術学校及び中国伝媒大学と取り組んできた「Co-work」

の成果について、日本のアニメ産業界のプロデューサーによる国際共同制作に関する基調講演や、学

生による共同制作作品の上映等をまじえながら議論した。 

また、国際フォーラム「文化芸術の交流による肥沃なアジアをめざして―東京藝大 ASEAN 事業・総

括と展望―」では、本学が ASEAN 地域の５カ国８大学と美術・音楽・映像・アートプロデュースの各

芸術分野を横断して実施してきた国際交流実践の成果を振り返り、アジア地域の大学間交流や芸術文

化交流の今後の方向性、芸術系大学の取組がもたらすアジア地域の社会への貢献の在り方について議

論した。 

 

【計画内容】 

多摩美術大学グラフィックデザイン科の AAEN「協力校」としての参加 

日本の大学で本学と同様にアニメーション専門の実践的な大学院課程を持つ大学は少ない。専門の

大学院課程がある大学でも、本学の大学院映像研究科アニメーション専攻（定員１学年 16 名）と比

べ、その規模は小さく数人程度である。 

多摩美術大学大学院美術研究科博士前期課程（master degree course）デザイン専攻グラフィック

デザイン領域では、アニメーションという専門の名称はないものの、毎年数名が修士コースに進み、

クオリティの高い作品を制作し修了生を輩出している。この多摩美術大学に、アジアアニメーション

教育ネットワーク（AAEN)「協力校」への参加を呼びかけ、大学院向けカリキュラムや、学部向けカ

リキュラムなどの学生の参加を募る。既に、同大学グラフィックデザイン科では参加の意思を表明し

ており、2022 年度から正式に、学生が参加する予定である。 
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様式５ 

（大学名： 東京藝術大学  ）（タイプ A①：CA プラス） 

 

 

交流プログラムを実施する海外相手大学について 【相手大学ごとに①、②合わせて１ページ以内】 

相手大学名 

（国名） 
中国伝媒大学（中国） 

① 交流実績（交流の背景） 

中国伝媒大学は 2012 年に、本学及び韓国芸術総合学校が行っていた「共同制作」に初参加し、それ

以降は本学のシンポジウムや講評会に参加するなど、積極的な交流を行っている。2015年には、本学

の岡本美津子教授が中国伝媒大学で講演し、客員教授の称号を授与されている。その後、大学の世界

展開力強化事業（モード２）に採択されてから、国際共同演習との交流プログラムに加え、交換留学

も 5年間で派遣 4名/受入 1名の実績となった。 

 

時期   本学の交流者 内容 

2015 年 1 月 教員 中国伝媒大学にて本学・岡本教授が講演。客員教授就任。 

2016 年 7 月 学生・教員 日中韓学生アニメーションフェスティバル 2016（場所：横浜） 

2016 年   大学の世界展開力強化事業（モード２）に採択 

2017 年 5・7 月 学生・教員 
国際共同演習 

共同企画ステージ（横浜）/共同制作ステージ（北京） 

2018 年 5・7 月 学生・教員 
国際共同演習 

共同企画ステージ（北京）/共同制作ステージ（横浜） 

2018 年 10 月 学生・教員 
第 13 回中国（北京）国際学生アニメーション映画祭 Aniwow！

2018 

2019 年 5・7 月 学生・教員 
国際共同演習 

共同企画ステージ（横浜）/共同制作ステージ（ソウル） 

2019 年 10 月 学生・教員 
「中国・日本・韓国国際アニメーションフォーラム」およびワー

クショップ「人間とコンピューターの共生」の開催（北京） 

2020 年 8 月 学生・教員 
国際共同演習 

共同企画ステージ/共同制作ステージを完全オンラインにて実施 

2021 年 1 月 学生・教員 

「Tokyo Geidai ⇆ Asia 2021（東京藝術大学インタラクティブア

ジア 2021）」にてオンラインシンポジウム『Co-work 融合と競争 

－日中韓学生アニメーション共同制作－』を共催 
 

② 交流に向けた準備状況 
○ 交流プログラムの実施に向けた相手大学との準備（大学ごとの役割・実施体制の明確化等）が十分なされているか。 

 中国伝媒大学では、この３カ国の共同制作事業を「CUC の中でも最も重要な国際プロジェクト」と

位置づけ、2015年に横浜の東京藝術大学大学院映像研究科で行われた共同制作には、ジャ・シュウチ

ン学部長自らが参加し、更には自費でも参加する学生を派遣するなど積極的な取り組みを見せてい

る。 

特に中国伝媒大学は、中国の中でも映像及び放送分野に目覚しい教育・研究実績があり、学部レベ

ルからの 3DCG 教育の実績や、教育環境があることから、本事業において、デジタルツールを用いた

アニメーション教育に大きな役割を果たすことが期待される。また、同大学は、中国国内の北京電影

学院や、北京師範大学との共同授業及び、フランスのゴブラン高等専門学校、ドイツのケルン大学な

ど、海外の大学との積極的な交流もあり、そのネットワークも将来的には本プロジェクトに生かせる

ものと考える。 
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様式５ 

（大学名： 東京藝術大学  ）（タイプ A①：CA プラス） 

 

交流プログラムを実施する海外相手大学について 【相手大学ごとに①、②合わせて１ページ以内】 

相手大学名 

（国名） 
韓国芸術総合大学（韓国） 

① 交流実績（交流の背景） 

本学と韓国芸術総合学校は、国際共同制作を始め、シンポジウム、合同講評会等、活発な交流があ

る。 

 

時期   本学の交流者 内容 

2005 年 12 月 － 大学間国際交流協定を締結。 

2016 年 7 月 学生・教員 日中韓学生アニメーションフェスティバル 2016（場所：横浜） 

2016 年 － 大学の世界展開力強化事業（モード２）に採択 

2017 年 5・7 月 学生・教員 
国際共同演習 

共同企画ステージ（横浜）/共同制作ステージ（北京） 

2017 年 8 月 学生・教員 VR Cubic Workshop（ソウル） 

2018 年 2 月 学生・教員 ドキュメンタリー映像制作ワークショップ 

2018 年 3 月 学生・教員 日中韓学生アニメーション上映会・交流会（ソウル） 

2018 年 5・7 月 学生・教員 
国際共同演習 

共同企画ステージ（北京）/共同制作ステージ（横浜） 

2018 年 8 月 学生・教員 MR ワークショップ（ソウル） 

2019 年 5・7 月 学生・教員 
国際共同演習 

共同企画ステージ（横浜）/共同制作ステージ（ソウル） 

2020 年 8 月 学生・教員 
国際共同演習 

共同企画ステージ/共同制作ステージを完全オンラインにて実施 

2021 年 1 月 学生・教員 

「Tokyo Geidai ⇆ Asia 2021（東京藝術大学インタラクティブア

ジア 2021）」にてオンラインシンポジウム『Co-work 融合と競争 

－日中韓学生アニメーション共同制作－』を共催 

2021 年 8 月 

（予定） 
  ダブルディグリー協定の締結予定 

 

 

② 交流に向けた準備状況 
○ 交流プログラムの実施に向けた相手大学との準備（大学ごとの役割・実施体制の明確化等）が十分なされているか。 

 大学院映像研究科アニメーション専攻においては、韓国芸術総合学校とのアニメーション作品の共

同制作を 2010 年より毎年継続して実施しており、2012 年以降は中国伝媒大学を加え、2020 年には第

11 回目を開催するなど、実績を重ねている。 

国際共同制作以外にも、相互の大学でのシンポジウムや講評会出席、ティーチイングを実施するな

ど、活発な教育活動での交流を行っている。また、共同制作に参加した韓国の学生が本学を訪問し、

韓国の学生の主催するイベントに日本から参加したりするなど、学生同士の交流も活発に行われてい

る。 

また 2020 年 8 月に映像研究科とダブルディグリー協定を締結する予定である。 
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様式５ 

（大学名： 東京藝術大学  ）（タイプ A①：CA プラス） 

 

交流プログラムを実施する海外相手大学について 【相手大学ごとに①、②合わせて１ページ以内】 

相手大学名 

（国名） 
シラパコーン大学（タイ） 

1  交流実績（交流の背景） 

「大学の世界展開力強化事業‐ASEAN 地域における大学間交流の推進‐」のもと、本学映像研究科

は、アニメーション専攻の教員・学生をタイ・シラパコーン大学に派遣し、日本から招いた産業界の

プロフェッショナルの参画を得て、産学連携国際共同アニメーション制作ワークショップを開催し

た。また、ユニットプログラムの一環として取り組んだタイ・シラパコーン大学との国際学会

「SEAMEX（Southeast Asia Music Education Exchange）」への発表参加では、アジアの芸術文化を対

象とした音楽分野の学術ネットワークを築いた。 

シラパコーン大学と本学美術研究科は、博士後期課程のダブルディグリープログラム協定を締結

（2020 年 12 月）している。 

② 交流に向けた準備状況 
○ 交流プログラムの実施に向けた相手大学との準備（大学ごとの役割・実施体制の明確化等）が十分なされているか。 

 シラパコーン大学とは 2012 年より、本学教員が、ディレクター／プロデューサーとして産学共同

ワークショップ「アニメーションブートキャンプ」の実施に参画している。この事業は、大学や専門

学校等でアニメーションを学ぶ学生たちに、日本のトップレベルのアニメーター達が指導を行うワー

クショップである。2015 年からは、ASEAN 事業の連携校であるタイのシラパコーン大学でも毎年行わ

れており、受講生の中から多くのアニメーション産業等に進む学生や、国際アニメーションコンクー

ル等に入賞するなど優秀な学生を排出している。このため、シラパコーン大学の学生への教授実績が

すでにあり、ノウハウを積み重ねている。 

また、上記のとおり美術研究科の方でもダブルディグリーを実施しているため、単位互換システム

などの教務体系についても掌握しており、質保証に関する備えも整っている。 
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様式６ 

（大学名： 東京藝術大学  ）（タイプ A①：CA プラス） 

 

 

事業計画の実現性、事業の発展性 【①は１ページ以内、②、③、④は合わせて３ページ以内】 

1 年度別実施計画 

【2021 年度（申請時の準備状況も記載）】 

４月～：本事業の実施計画に係る日中韓+ASEAN 連携大学による協議 

７～８月：日中韓+ASEAN のアニメーション国際共同制作の実施 

10 月～：2022 年度の「国際共同演習」および「学部生向け講座」等に係る各大学間の協議 

10 月～：2022 年度の「国際共同演習」および「学部生向け講座」等に係る各国産業界の調査／協議 

１月：シンポジウムおよび各国教員による合同カンファレンスの開催 

１月～：「国際共同演習」および「短期集中講座」の実施に向けた環境整備（設備類の調達） 

２～３月：グローバル戦略推進委員会、グローバル戦略評価・検証委員会による自己評価・外部評価 

【2022 年度】 

４月～：各国学生が他大学で短期集中講座に参加 

５月～６月：国際共同企画演習（ハイブリッドにて開催） 

６月～７月：日中韓+ASEAN 学生混成チームごとの Web 会議 

７月～８月：国際共同制作演習・アニメーションフェスティバル（韓国芸術総合学校にて開催） 

10 月～：2022 年度の「国際共同演習」および「学部生向け講座」等に係る各大学間の協議 

10 月～：2022 年度の「国際共同演習」および「学部生向け講座」等に係る各国産業界の調査／協議 

１月：シンポジウムおよび各国教員による合同カンファレンスの開催 

２～３月：グローバル戦略推進委員会、グローバル戦略評価・検証委員会による自己評価・外部評価 

【2023 年度】 

４月～：各国学生が他大学で短期集中講座に参加 

５月～６月：国際共同企画演習（ハイブリッドにて開催） 

６月～７月：日中韓+ASEAN 学生混成チームごとの Web 会議 

７月～８月：国際共同制作演習・アニメーションフェスティバル（韓国芸術総合学校にて開催） 

10 月～：2022 年度の「国際共同演習」および「学部生向け講座」等に係る各大学間の協議 

10 月～：2022 年度の「国際共同演習」および「学部生向け講座」等に係る各国産業界の調査／協議 

１月：シンポジウムおよび各国教員による合同カンファレンスの開催 

２～３月：グローバル戦略推進委員会、グローバル戦略評価・検証委員会による自己評価・外部評価 

【2024 年度】 

４月～：各国学生が他大学で短期集中講座に参加 

５月～６月：国際共同企画演習（ハイブリッドにて開催） 

６月～７月：日中韓+ASEAN 学生混成チームごとの Web 会議 

７月～８月：国際共同制作演習・アニメーションフェスティバル（韓国芸術総合学校にて開催） 

10 月～：2022 年度の「国際共同演習」および「学部生向け講座」等に係る各大学間の協議 

10 月～：2022 年度の「国際共同演習」および「学部生向け講座」等に係る各国産業界の調査／協議 

１月：シンポジウムおよび各国教員による合同カンファレンスの開催 

２～３月：グローバル戦略推進委員会、グローバル戦略評価・検証委員会による自己評価・外部評価 

【2025 年度】 

４月～：各国学生が他大学で短期集中講座に参加 

５月～６月：国際共同企画演習（ハイブリッドにて開催） 

６月～７月：日中韓+ASEAN 学生混成チームごとの Web 会議 

７月～８月：国際共同制作演習・アニメーションフェスティバル（韓国芸術総合学校にて開催） 

10 月～：2022 年度の「国際共同演習」および「学部生向け講座」等に係る各大学間の協議 

10 月～：2022 年度の「国際共同演習」および「学部生向け講座」等に係る各国産業界の調査／協議 

１月：シンポジウムおよび各国教員による合同カンファレンスの開催 

２～３月：グローバル戦略推進委員会、グローバル戦略評価・検証委員会による自己評価・外部評価 
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様式６ 

（大学名： 東京藝術大学  ）（タイプ A①：CA プラス） 

 

② 交流プログラムの質の向上のための評価体制  

本事業においては、交流プログラムの核となる「国際共同演習」および「学部生向け講座」の計

画・実施・管理等を総合的に担う役割として、英語による指導が可能な芸術分野の専任教員を新たに

１名雇用し、プログラムの全体なマネジメントを行う。 

本事業で実施する「国際共同演習」および「学部生向け講座」の実施にあたっては、事前に両大学

の教員が協議を行い、演習のテーマ、教育プログラムの内容、成績評価方法、単位の扱い等について

共同で計画し、プログラムの質向上を図る。また、実際の授業運営に際しても各大学の教員がオンラ

インも活用して一堂に会し、自大学の学生以外の指導等も行うことから、透明性・客観性が確保され

る。成績管理や単位の実質化についても相互チェックがなされ、教員間の交流により教育研究に係る

ノウハウが共有され、ＦＤとしても機能する。 

また、学内における質の向上のための取組として、本学の「グローバル戦略推進委員会」による自

己評価、「グローバル戦略評価・検証委員会」による外部評価により、事業の内容および質を定期的

に検証し、PDCA サイクルによって随時改善しながら事業を推進する体制を整備する。 

更に、本事業で制作されたアニメーション作品は、「国際共同演習」後に本事業特設 web ページ上

で公開し、広くアニメーションに関心のある一般層からのフィードバックを受け付け、常時プログラ

ム内容に反映させる。 

 

③ 補助期間終了後の事業展開 

【「社会との共創」を促進する為、アートの力を基軸として「国際」「地域」「デジタル」の３つの観

点で「共生・共創プラットフォーム」を構築・展開】 

 

第 4 期中期目標大綱が示す国立大学への期待・負託では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

などが主に挙げられ、今後の東京藝術大学は 

 

 

 

 

などが社会的に求められる役割と考えられ、「社会との共創」を促進する為、アートの力を基軸と

して「国際」「地域」「デジタル」の３つの観点で「共生・共創プラットフォーム」を構築・展開をし

ていくことが必要と考えられる。 

これらを受けて、本事業で構築する東アジア圏の藝術大学との共創プラットフォームを活用し、 

 

 

 

 

 

 

 

を構築していくことを目指す。 

以上を踏まえ、具体的には以下の事項を、補助期間終了後の本事業の展開として計画している。 

 

・地球規模の課題や、少子高齢化やそれに伴う生産年齢人口の減少、都市部への人口集中や地

方・地域の疲弊等の課題に対処 するため、グローバル化やデジタル・トランスフォーメーショ

ン、それらを基礎とした産業・社会構造の変革を駆動すること 

・ステークホルダーとしての社会からの期待に応えていくため、自律的な経営体として発展し

ながら、その持てる可能性を最大限活用して従来の殻を打ち破り、機能を拡張していくこと

で、我が国が挑む新たな社会に向けた挑戦を先導すること 

・それにより、社会からの更なる信頼を獲得し、投資を呼び込む好循環を構築することで、社

会変革の駆動力として成長し続ける経営体に転換し、対話を重ねながら、社会との共創によ

り、新たな社会に向けた取組を進めていくこと 

「創造性や感性、真理や美を追究し、論理では辿り着けない答えや価値を導く力」 

「多様な価値観・文化・個性を尊重し、互いに活かしあい、感動・活気をもたらす力」 

「国や地域の独自性・資源・魅力を見つけ、受け継ぎ、発展させ、発信する力」 

■立場・背景・専門が異なる多様なステークホルダー人々・機関 が参画し、あるべき社会 

(SDGs 達成 / を共に創り上げていく為の場 

■個別具体的な事業や研究プロジェクトではなく、新しい研究事業や実践的な教育の機会を持

続的に創出していく為の仕組み 環境 体制  

■生み出された価値や人材が社会に発信・実装され、それが更なる資金・資源を呼び込み、次

の活動や環境の維持・高度化に繋がる循環システム 
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様式６ 

（大学名： 東京藝術大学  ）（タイプ A①：CA プラス） 

 

 

 

 

 

 

④ 補助期間終了後の事業展開に向けた資金計画 

 

 本事業は、本学の国際化・機能強化戦略の主要事項に位置付けられるものであり、前述の通り本

学・映像研究科における国際教育の中核を成すプログラムである為、スーパーグローバル大学創成支

援事業等により構築される体制・システム等および将来的な国際貢献・国際共同研究等の諸活動とも

有機的に連動させつつ、継続的・発展的に運営していく必要がある。安定的な資金・財政基盤の確保

に係る方策として、次の観点に基づき、事業費の節減およびマッチングファンドを図る。 

 

■人件費の節減 

節減項目（金額） 節減方法 

サポート教員 

（4,200 千円／年） 

オンラインを用いた交流や学生派遣・受入に係る各種手続きを包

括的に担当するが、補助期間終了後には業務を従来の体制内で再

分配し吸収することで対応する。 

 

■その他費用の節減 

節減項目（金額） 節減方法 

コーディネーター／通訳、 

Web ページ管理および更新 

等（1,500 千円／年） 

補助期間中に教員・学生間の英語によるコミュニケーションを定

着させることで、コーディネーターを介さない連絡体制を確立す

る。また、本事業の実施に携わる教職員は実務経験を通じ、web 

環境の構築・維持を既存の体制内で実施できるようにする。 

 

■マッチングファンド 

補助期間中の継続的な教育効果の検証、内容の見直しおよび成果の国内外への発信を積極的に行うこ

とで、本事業で構築したプログラムの永続的な実施が有意義であることを相手大学に認識してもら

い、補助期間終了後には公平なマッチングファンド体制を確立する。 

 

■オンライン環境を効果的に用いた事業経費の逓減 

オンライン環境を用いた情報共有体制の強化を通じ、調査・協議に関する旅費の逓減を実現すること

で、財政面においても持続可能なプログラムへと発展させる。 

 

■事業費の推移（単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度 R7 年度 R8 年度以降 

補助金申請額 15,800 14,220 12,798 11,518 10,366 0 

大学自己負担額 1,750 5,100 6,420 7,700 8,850 10,000 

相手大学負担額 0 0 0 0 0 10,000 

合計 17,550 19,320 19,218 19,218 19,216 20,000 

 

■日中韓および ASEAN への連携大学・国内連携大学を含めた国際共同制作の拡大 
■ASEAN 各国の芸術系大学への「国際共同演習」プログラムの輸出（教育派遣） 
■アニメーションコース未設置大学へのコース創設支援 
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様式７

（単位：千円）

補助金申請額
(①)

大学負担額
(②)

事業規模
（総事業費）
（①＋②）

備考

6,400 0 6,400
5,500 0 5,500
3,000 3,000
2,500 2,500

0
900 0 900
750 750
150 150

0
4,050 1,750 5,800
3,000 1,750 4,750
3,000 3,000

1,750 1,750
0

1,050 0 1,050
300 300
600 600
150 150
900 0 900
900 900

0
0
0
0

4,450 0 4,450
2,600 0 2,600
1,000 1,000

700 700
900 900
850 0 850
850 850

0
0

0 0 0
0
0

0 0 0
0
0

0 0 0
0
0

1,000 0 1,000
1,000 1,000

0
0

合計 15,800 1,750 17,550

）　（タイプA①:CAプラス ）

補助期間における各経費の明細【年度ごとに1ページ】

補助金申請ができる経費は、当該事業の遂行に必要な経費であり、本プログラムの目的である大学の世界展開力強化のための使途に
限定されます。（令和３年度大学の世界展開力強化事業公募要領参照。)

＜2021年度＞　　　経　費　区　分

［物品費］
①設備備品費
・国際共同演習実施関連機材一式（@300千円×10）

・短期集中講座開設関連機材一式（@500千円×5）

・
②消耗品費
・国際共同演習用ソフトウェア一式（@50千円×15）

・事務消耗品一式
・
［人件費・謝金］
①人件費
・Co-workカリキュラム専任教員(@600千円×5カ月）

・サポートスタッフ（@350千円×5カ月）

②謝金
・オンラインレクチャー外部講師（@50千円×6回）

・語学特別講座外部講師（@100千円×6回）
・オンラインシンポジウム講師（@50千円×3人）

［旅費］
・調査／協議旅費（@150千円×3名×1回×2ヵ国）

・
・
・
・
［その他］
①外注費
・Co-workカリキュラム特設Webサイト作成
・オンラインシンポジウム配信業務
・オンラインレクチャー制作・編集
②印刷製本費
・広報資料印刷
・
・
③会議費
・

（大学名： 東京藝術大学

・
④通信運搬費
・
・
⑤光熱水料
・
・
⑥その他（諸経費）
・オンラインシンポジウム通訳（4か国）

・

2021年度
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様式７

（前ページの続き） （単位：千円）

補助金申請額
(①)

大学負担額
(②)

事業規模
（総事業費）
（①＋②）

備考

1,220 0 1,220

720 0 720

300 300
420 420

0
500 0 500
300 300
200 200

0
7,800 4,200 12,000
7,200 4,200 11,400
7,200 7,200

4,200 4,200
0

600 0 600
150 150
300 300
150 150

0 900 900
900 900

0
0
0
0
0
0

5,200 0 5,200
1,700 0 1,700

500 500
700 700
500 500
500 0 500
500 500

0
0

0 0 0
0
0
0

0 0 0
0
0
0

0 0 0
0
0
0

3,000 0 3,000
3,000 3,000

0
0

合計 14,220 5,100 19,320

）　（タイプA①:CAプラス ）

＜2022年度＞　　　経　費　区　分

［物品費］

①設備備品費

・国際共同演習実施関連機材一式
・短期集中講座開設関連機材一式
・
②消耗品費
・国際共同演習用消耗品一式
・事務消耗品一式
・
［人件費・謝金］
①人件費
・Co-workカリキュラム専任教員(@600千円×12カ月）

・サポートスタッフ（@350千円×12カ月）

②謝金
・オンラインレクチャー外部講師（@50千円×3回）

・語学特別講座外部講師（@100千円×3回）
・オンラインシンポジウム講師（@50千円×3人）

［旅費］
・調査／協議旅費（@150千円×3名×1回×2ヵ国）

・
・
・
・
・
［その他］
①外注費
・Co-workカリキュラム特設Webサイト編集
・オンラインシンポジウム配信業務
・オンラインレクチャー制作・編集
②印刷製本費
・広報資料印刷
・
・
③会議費
・
・
・
④通信運搬費
・
・
・
⑤光熱水料
・
・
・
⑥その他（諸経費）
・派遣／受入学生航空券,宿泊料【学生支援経費】

・
・

2022年度

（大学名： 東京藝術大学
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様式７

（前ページの続き） （単位：千円）

補助金申請額
(①)

大学負担額
(②)

事業規模
（総事業費）
（①＋②）

備考

498 620 1,118

298 420 718

298 298
420 420

0
200 200 400
200 200

200 200
0

7,800 4,200 12,000
7,200 4,200 11,400
7,200 7,200

4,200 4,200
0

600 0 600
150 150
300 300
150 150

0 900 900
900 900

0
0
0
0
0
0

4,500 700 5,200
1,000 700 1,700

500 500
700 700

500 500
500 0 500
500 500

0
0

0 0 0
0
0
0

0 0 0
0
0
0

0 0 0
0
0
0

3,000 0 3,000
3,000 3,000

0
0

合計 12,798 6,420 19,218

）　（タイプA①:CAプラス ）

＜2023年度＞　　　経　費　区　分

［物品費］

①設備備品費

・国際共同演習実施関連機材一式
・短期集中講座開設関連機材一式
・
②消耗品費
・国際共同演習用消耗品一式
・事務消耗品一式
・
［人件費・謝金］
①人件費
・Co-workカリキュラム専任教員(@600千円×12カ月）

・サポートスタッフ（@350千円×12カ月）

②謝金
・オンラインレクチャー外部講師（@50千円×3回）

・語学特別講座外部講師（@100千円×3回）
・オンラインシンポジウム講師（@50千円×3人）

［旅費］
・調査／協議旅費（@150千円×3名×1回×2ヵ国）

・
・
・
・
・
［その他］
①外注費
・Co-workカリキュラム特設Webサイト編集
・オンラインシンポジウム配信業務
・オンラインレクチャー制作・編集
②印刷製本費
・広報資料印刷
・
・
③会議費
・
・
・
④通信運搬費
・
・
・
⑤光熱水料
・
・
・
⑥その他（諸経費）
・派遣／受入学生航空券,宿泊料【学生支援経費】

・
・

2023年度

（大学名： 東京藝術大学
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様式７

（前ページの続き） （単位：千円）

補助金申請額
(①)

大学負担額
(②)

事業規模
（総事業費）
（①＋②）

備考

318 800 1,118

318 400 718

318 318
400 400

0
0 400 400

200 200
200 200

0
7,200 4,800 12,000
7,200 4,200 11,400
7,200 7,200

4,200 4,200
0

0 600 600
150 150
300 300
150 150

0 900 900
900 900

0
0
0
0
0
0

4,000 1,200 5,200
500 1,200 1,700

500 500
700 700

500 500
500 0 500
500 500

0
0

0 0 0
0
0
0

0 0 0
0
0
0

0 0 0
0
0
0

3,000 0 3,000
3,000 3,000

0
0

合計 11,518 7,700 19,218

）　（タイプA①:CAプラス ）

＜2024年度＞　　　経　費　区　分

［物品費］

①設備備品費

・国際共同演習実施関連機材一式
・短期集中講座開設関連機材一式
・
②消耗品費
・国際共同演習用消耗品一式
・事務消耗品一式
・
［人件費・謝金］
①人件費
・Co-workカリキュラム専任教員(@600千円×12カ月）

・サポートスタッフ（@350千円×12カ月）

②謝金
・オンラインレクチャー外部講師（@50千円×3回）

・語学特別講座外部講師（@100千円×3回）
・オンラインシンポジウム講師（@50千円×3人）

［旅費］
・調査／協議旅費（@150千円×3名×1回×2ヵ国）

・
・
・
・
・
［その他］
①外注費
・Co-workカリキュラム特設Webサイト編集
・オンラインシンポジウム配信業務
・オンラインレクチャー制作・編集
②印刷製本費
・広報資料印刷
・
・
③会議費
・
・
・
④通信運搬費
・
・
・
⑤光熱水料
・
・
・
⑥その他（諸経費）
・派遣／受入学生航空券,宿泊料【学生支援経費】

・
・

2024年度

（大学名： 東京藝術大学
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様式７

（前ページの続き） （単位：千円）

補助金申請額
(①)

大学負担額
(②)

事業規模
（総事業費）
（①＋②）

備考

166 950 1,116

166 550 716

166 150 316
400 400

0
0 400 400

200 200
200 200

0
7,200 4,800 12,000
7,200 4,200 11,400
7,200 7,200

4,200 4,200
0

0 600 600
150 150
300 300
150 150

0 900 900
900 900

0
0
0
0
0
0

3,000 2,200 5,200
0 1,700 1,700

500 500
700 700
500 500

0 500 500
500 500

0
0

0 0 0
0
0
0

0 0 0
0
0
0

0 0 0
0
0
0

3,000 0 3,000
3,000 3,000

0
0

合計 10,366 8,850 19,216

）　（タイプA①:CAプラス ）

・語学特別講座外部講師（@100千円×3回）
・オンラインシンポジウム講師（@50千円×3人）

［旅費］
・調査／協議旅費（@150千円×3名×1回×2ヵ国）

・
・
・
・
・
［その他］
①外注費
・Co-workカリキュラム特設Webサイト編集
・オンラインシンポジウム配信業務
・オンラインレクチャー制作・編集
②印刷製本費
・広報資料印刷
・
・
③会議費
・
・
・
④通信運搬費
・
・
・
⑤光熱水料

2025年度

（大学名： 東京藝術大学

・
・
・
⑥その他（諸経費）
・派遣／受入学生航空券,宿泊料【学生支援経費】

・
・

＜2025年度＞　　　経　費　区　分

［人件費・謝金］
①人件費
・Co-workカリキュラム専任教員(@600千円×12カ月）

・サポートスタッフ（@350千円×12カ月）

②謝金
・オンラインレクチャー外部講師（@50千円×3回）

［物品費］

①設備備品費

・国際共同演習実施関連機材一式
・短期集中講座開設関連機材一式
・
②消耗品費
・国際共同演習用消耗品一式
・事務消耗品一式
・
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様式８

海外相手大学の概要【相手大学ごとに①～③合わせて２ページ以内】

①交流プログラムを実施する相手大学の概要

(日)

(英)

学部生数 9,000人 大学院生数 4,000人

）（タイプ )

設置年 1954年

大学名称
中国伝媒大学

国名 中国
Communication University of China

設置形態 国立

設置者（学長等）

学部等の構成

電視（テレビ）・新聞学院、外語学院、広告学院、経済・管理学院、
政治・法律学院、戯劇影視（演劇映画）学院、音楽・録音芸術学院、
動画・数字（デジタル）芸術学院、播音主持（アナウンサー）芸術学
院、文学院、信息（情報）工程学院、理学院、計算機学院、対外漢語
（中国語）教育学院、MBA学院、思想政治理論課教研部、高等職業技術
学院、国際学院、芸術研究院、体育部、培訓（養成訓練）学院、鳳凰
（フェニックス）学院

学生数 総数 14,000人

0人

601人 日本への派遣学生数 1人海外への派遣学生数

Ｗｅｂサイト（ＵＲＬ）

受け入れている留学生数 79人 日本からの留学生数

http://www.cuc.edu.cn/

②記入した相手大学が認可等を受けていることについて記載してください。また、その根拠
となるデータや資料等を貼付してください。

■中国政府が作成している全国普通大学本科リスト（全国普通高等学校名単）
　リストに登録番号4111010033として登録されている。
　（参考）　http://www.moe.gov.cn/jyb_xxgk/s5743/s5744/202007/t20200709_470937.html

■中国政府が定める「双一流」プロジェクトの一流学科構築大学（95校）に登録されている。
（参考）https://spc.jst.go.jp/education/shuangtop/shuang_list_dep.html
　　　国立研究開発法人/科学技術振興機構SciencePortalChaina　より

（大学名： 東京藝術大学 A①:CAプラス
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様式８

）（タイプ )（大学名： 東京藝術大学 A①:CAプラス

③申請に当たって、相手大学の合意を得ている根拠となる資料の写しを貼付してください。
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様式８

海外相手大学の概要【相手大学ごとに①～③合わせて２ページ以内】

①交流プログラムを実施する相手大学の概要

(日)

(英)

学部生数 3,108人 大学院生数 1,653人

）（タイプ )

設置年 1993年

大学名称
韓国芸術総合学校

国名 韓国
Korea National University of Arts

設置形態 国立

設置者（学長等） Kim Bongryol

学部等の構成 音楽院、演劇院、映像院、舞踊院、美術院、伝統芸術院、協同課程

学生数 総数 4,666人

6人

287人 日本への派遣学生数 19人海外への派遣学生数

Ｗｅｂサイト（ＵＲＬ）

受け入れている留学生数 158人 日本からの留学生数

http://www.karts.ac.kr/

②記入した相手大学が認可等を受けていることについて記載してください。また、その根拠
となるデータや資料等を貼付してください。

（大学名： 東京藝術大学 A①:CAプラス

韓国教育省が公開している大学データベースに登録されている（下記は機械翻訳）
https://www.academyinfo.go.kr/popup/pubinfo1690/list.do?schlId=0000383
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様式８

）（タイプ )（大学名： 東京藝術大学 A①:CAプラス

③申請に当たって、相手大学の合意を得ている根拠となる資料の写しを貼付してください。
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様式８

海外相手大学の概要【相手大学ごとに①～③合わせて２ページ以内】

①交流プログラムを実施する相手大学の概要

(日)

(英)

学部生数 20,802人 大学院生数 4,180人

）（タイプ )

設置年 1943年

大学名称
シラパコーン大学

国名 タイ
Silpakorn University

設置形態 国立

設置者（学長等）  Asst. Prof. Wanchai Sutananta, Ph.D.

学部等の構成

絵画・彫刻・版画学部、建築学部、考古学部、デコラティブアート学
部、文学部、教育学部、理学部、薬学部、工学・工業技術学部、音楽
学部、動物科学・農業技術学部、経営学部、情報コミュニケーション
学部、シラパコーン国際カレッジ

学生数 総数 24,982人

5人

336人 日本への派遣学生数 16人海外への派遣学生数

Ｗｅｂサイト（ＵＲＬ）

受け入れている留学生数 32人 日本からの留学生数

http://www.su.ac.th/

②記入した相手大学が認可等を受けていることについて記載してください。また、その根拠
となるデータや資料等を貼付してください。

■タイ Ministry of Higher Education, Science, Research and Innovation (MHESI)のBureau of International
Cooperation and Strategy(BICS)ホームページ（http://inter.mua.go.th/）内の高等教育機関リストに記載
されている。

参照：https://drive.google.com/file/d/1lCWlqWUxyrySYb3y4L1_YkYY1vniTQ0b/view

■QS世界大学ランキング（2021年8月時点）に掲載されている。

（大学名： 東京藝術大学 A①:CAプラス

QS世界大学ランキング

公式Webサイトのページ画面

参照：
http://www.topuniversities.com/un
iversities/silpakorn‐university
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様式８

）（タイプ )（大学名： 東京藝術大学 A①:CAプラス

③申請に当たって、相手大学の合意を得ている根拠となる資料の写しを貼付してください。
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様式９

順位

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

その他
（上記１０カ国以外）

（主な国名）

②2019年度中に留学した日本人学生数及び派遣先大学合計校数

順位

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

計 カ国 計 校

)

38 34

留学生の受入人数の合計 300 175

全学生数 3441

8.7%

ウィーン国利音楽大学 6

ミャンマー ミャンマー国立文化芸術大学 9

シンガポール ラサール芸術大学 7

ドイツ 3 6

アメリカ合衆国 3 0

ロシア・オース
トラリアなど

参考データ【国内の大学等１校につき、①～③は枠内に記入、④～⑥はそれぞれ指定ページ以内】
※人数等の算定に当たっては、原則として「学校基本調査」による定義に基づき記入。

大学等名 東京藝術大学

①大学等全体における出身国別の留学生の受入総数（2019年５月１日現在）及び各出身国
（地域）別の2019年度の留学生受入人数
※「留学生」とは、「出入国管理及び難民認定法」別表１に定める「留学」の在留資格を有する者に限る。
※「2019年度受入人数」は、2019年４月１日～2020年３月３１日の出身国（地域）別受入人数を記入。
※「全学生数」には、日本人学生及び外国人留学生を含めた大学等全体の2019年５月１日現在の在籍者数を記
入。

受入総数
2019 年度
受入人数

出身国（地域）

中華人民共和国 186 98

韓国 39 17

3 1

台湾 15 10

イギリス 4 5

アルゼンチン

3 2

ブラジル 3 1

シンガポール 3 1

香港

オーストリア

パリ国立美術学校 98

留学生比率

※教育又は研究等を目的として、2019年度中（2019年４月１日から2020年３月３１日まで）に海外
の大学等（海外に所在する日本の大学等の分校は除く。）に留学した日本人学生について記入。
なお、2019年３月３１日以前から継続して留学している者は含まない。

派遣先大学の所在国
（地域）

派遣先大学名
2019年度
派遣人数

タイ シラパコーン大学 15

イギリス 英国王立音楽院 15

インドネシア

フランス

シュトゥトガルト美術大学 17

韓国 韓国芸術総合大学 30

アメリカ 南カリフォルニア大学

その他
（上記１０カ国以外）

（主な国名）イタリア （主な大学名）ミラノ工科大学
88

4929

派遣先大学合計校数 59

317

（大学名：東京藝術大学 ）（タイプ A①:CAプラス

23

ドイツ

インドネシア国立芸術大学 9

派遣人数の合計
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③大学等全体における外国人教員数（兼務者を含む）（2020年５月１日現在）

※「全教員数」には大学等に在籍する日本人教員も含めた全教員数を記入。

3%

大学等名 東京藝術大学

う 専任教員（本務者）数」 教授、准教授、講師、助教、助 専任 外国 教員 数
それぞれ記入。
　　（いずれにも当てはまらない場合には、「助手」に含めること。）

全教員数

外国人教員数
外国人教
員の比率

教授 准教授 講師 助教 助手

（大学名：東京藝術大学 ）（タイプ A①:CAプラス

合計

）

1375 5 7 7 23 42

うち専任教員
（本務者）数

5 6 1 12
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④取組の実績　　【4ページ以内】

ダブルディグリー協定
■交換留学での学習モデルをもとにして、韓国芸術総合大学とはアニメーション専攻とダブル
ディグリー協定締結への動きにもつながっている（なお、シラパコーン大学とは美術分野にて
博士後期課程のダブルディグリー協定が締結されている）。

分野横断を基盤とした３つの教育研究組織の取組
■国際芸術創造研究科アートプロデュース専攻
平成28年4月に設置し、美術・音楽・映像など様々な芸術ジャンルを専門とする教員・学生
が、公演・展覧会、ワークショップ、セミナーなどの多様な形態で行われる文化事業をジャン
ル横断的に「アートマネジメント」「キュレーション」「リサーチ」の３つの角度から学んで
いる。平成30年4月には博士後期課程を新たに設置し、既に設置していた同修士課程と併せ、
芸術文化と社会とを繋ぐ高度専門人材の育成プログラムが強化された。世界各国を拠点に活躍
し顕著な業績を有する外国人教員も招へいして、分野に偏らず最新のアートの動向を踏まえた
教育を行っている。
「アートマネジメント」：公演や作品などの企画・制作・運営、資金調達、利害関係者との連
携調整などの役割を現場において実践し、芸術家、地方公共団体や企業、財団、メディア、
NPO、市民との新たな関係構築を目指す。
「キュレーション」：展覧会のテーマやコンセプトの企画立案、それに基づくアーティスト・
作品・展示空間の選択、コンセプトを視覚的に伝える演出・運営、カタログ作成等の理論と実
践を学習。
「リサーチ」：社会科学的な視点で文献調査及びフィールドワークで芸術と社会の関係を考察
する。

■SGU開始前も一線級アーティストの招へいは行っていたが、SGU開始後は意識的に人材育成プ
ログラムに組み入れ、世界最高峰の芸術系大学・機関から海外一線級アーティストを毎年度継
続して招聘し、特別講義、ワークショップ、個人指導、コンサートでの学生との共演等を強力
に推進している。

以下は招聘元の例である。
 パリ国立高等美術学校/ロンドン芸術大学/シカゴ美術館附属美術大学/パリ国立高等音楽院
/英国王立音楽院/ベルリンフィルハーモニー管弦楽団/ニューヨークメトロポリタン・オペラ/
南カリフォルニア大学/フランス国立映画学校/ロンドン大学ゴールドスミス・カレッジ

例えば音楽分野では、令和元年度は、英国王立音楽院、パリ国立高等音楽院、ベルリン・フィ
ルハーモニー管弦楽団などから 13 名の卓越教員を雇用・海外一流演奏家 29 名を特別招聘教
授として招聘し、個人指導・グループレッスンを行った。特にメトロポリタンオペラの言語
コーチや欧州劇場で活躍するヴォーカルコーチの招聘ではレチタティーヴォ（独唱方法の一
つ）など外国語歌唱の指導も徹底的に行い、 同年10月にオペラ公演を開催する成果を上げ
た。

■美術研究科グローバルアートプラクティス専攻
平成28年4月に設置し、ロンドン芸術大学、パリ国立高等美術学校などの美術系大学とユニッ
トを組んで世界トップクラスの講師陣を海外から招へいしつつ、グローバルな文脈で現代アー
トの社会実践上の重要問題を取り上げた講義・リサーチ・ワークショップ・制作・発表等から
成る「グローバルアート国際共同カリキュラム」を編成し、グローバルな文脈で現代アートの
社会実践を志向する研究と人材育成を行っている。本学が創設以来培ってきた木工芸・染色・
和紙・彫刻・ガラス・金工等の伝統技法の学修も織り交ぜていることが特徴であり、授業は原
則として英語で行い、創設以降の国際色豊かな取組は、ウェブサイトに日英両語で発信してい
る。（http://gap.geidai.ac.jp/GAP_JP/Archive/publication.html）

■音楽研究科オペラ専攻
平成28年度に創設し、グローバルに活躍するオペラ芸術家の個人指導による発音・発声・歌唱
表現・演技等「海外一線級アーティストの誘致」

大学等名 東京藝術大学
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■海外でのプログラム実施は協定校や在外公館等の協力を得て実施しており、平成30年1月に
は外務省が設置するジャパンハウス・ロサンゼルス等と共催で「音楽とアニメーションの調べ
in L.A. 東京藝大×USC」を開催したほか、6月には、音楽学部器楽科管打楽器専攻学生を中心
に組織された東京藝大ウィンドオーケストラが、パリ日本文化会館にて公演を行った。海外で
のプログラム実施の際に、積極的に在外公館等への働きかけを行い、パリ日本文化会館につい
ては今後も演奏会や展覧会を共同実施することについて合意を得ており、在韓国大使館ともソ
ウル市内の大使館施設の使用の可能性を協議した。

国際共同カリキュラムの開発
■平成27年度以降、美術研究科にてロンドン芸術大学、パリ国立高等美術学校、シカゴ美術館
附属美術大学と「グローバルアート国際共同カリキュラム」を実施し、双方の教員・学生によ
り構成されたユニットが日本とパリ／ロンドン／シカゴを行き来しながら、双方で単位化され
た数カ月間にわたる共同授業・成果発表を毎年度着実に実施している。

海外連携体制の整備
■教員・学生の国際流動性・双方向性の確保や、育研究の成果を国際的に発信するための場の
拡充に向け、本学では主として国際ネットワーク及び連携機関とのパートナーシップを強化し
た。この取組の一環として令和元年からは元留学生の情報データベース構築に着手した。

■令和２年８月までに世界の２８か国／地域・７７大学／組織と国際交流協定を締結し、双方
向の交流活動を推進した。
主な協定校は以下の通り。
 ロンドン芸術大学/英国王立音楽院（イギリス）
 パリ国立高等美術学校/フランス国立映画学校（FEMIS）(フランス)
 リスト音楽院（ハンガリー）  シカゴ美術館附属美術大学（アメリカ）
 中央音楽学院（中国） 韓国芸術綜合学校（韓国）
 シラパコーン大学（タイ）
 ベツァルエル美術デザインアカデミー（イスラエル）

■我が国の重要な地域の大学と質保証を伴った連携・学生交流を戦略的に進める「大学の世界
展開力強化事業」に積極的に申請し、中東（平成27年度）、中国・韓国、ASEAN諸国（いずれ
も平成28年度）及びアメリカ（平成30年度）の４つのプログラムに採択され、各プログラムの
連携大学との相互交流・共同プロジェクトを進めている。

①中東：東洋と西洋文化が交錯融合する中東地域をターゲットにアナドール大学、ミマール・
シナン大学（以上トルコ）、ベツァルエル美術大学（イスラエル）と美術分野において本学取
手校地の工房群の機能なども生かした実践的なワークショップ等を行った。（令和元年度で補
助事業期間終了。）

②中国・韓国：国際アニメーションコース創設に向け、中国伝媒大学、韓国総合芸術学校と日
中韓の学生の混成チームが短編アニメーション作品を制作する国際共同演習等の教育プロフラ
ム。

③ASEAN諸国：ミャンマー国立文化芸術大学、バガン漆芸技術大学（以上ミャンマー）、ベト
ナム国家音楽院、ベトナム美術大学、ホーチミン市美術大学（以上ベトナム）、シラパコーン
大学（タイ）、ラオス国立美術学校、カンボジア王立芸術大学と、音楽、美術、映像、アート
プロデュースの本学のすべての領域で分野横断も行いながら学生派遣と招へいを積み重ねた文
化交流を行っている。ASEAN諸国には文化芸術の担い手を教育するための方法論が確立してい
ない場合もあり、各プロジェクトを通じて本学が創立以来培ってきた実践に基づく芸術教育の
手法を各国の芸術系大学に普及する国際貢献的プログラムの意味も持ち合わせている。

④アメリカ：南カリフォルニア大学と共同で、ゲーム技術・表現を駆使して社会的課題を解決
するグローバル人材を育成する。
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）

受入にかかる教職員組織
■外国の大学で学位を取得した日本人教員、外国で教育研究歴のある日本人教員について、積
極的に採用を進めた結果、外国籍の教員数は増加していないが、全体としては令和２年５月１
日の時点で４６％が「外国人教員等」となっている。
■ロンドン芸術大学、ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団、パリ国立高等音楽院、英国王立
音楽院、南カリフォルニア大学、フランス国立映画学校等から各分野のアーティストや研究者
を教員として誘致し、多彩な教育プログラムを展開するほか、国外において卓越した業績、極
めて高度の専門的学識又は技能を有する者を「卓越教員」として本学において教育研究等に従
事する教員として誘致を行った。（その結果、海外大学／機関等との共同プロジェクトに係る
参加者数は平成25年201人→平成28年1802人→平成30年2529人と増加。）
■招へい教員が長期滞在して本学学生の指導を行えるよう、平成29年度に「招へい外国人教員
宿舎施設」を学内に整備した。
■講師以上の上位職専任教員ポストにおいて、外国籍を有する者を採用決定した部局にインセ
ンティブ予算を配分する制度を平成30年度より開始した。

■事務職員を採用する際に国際経験や語学力を重視して選考しているほか、非正規職員の新規
募集・雇用にあたって、外国の大学への留学経験、外国での職務経験、日本における外国人受
け入れにかかる職務経験を重要な評価項目のひとつとした。
■非正規職員については正規職員へ登用する試験制度を実施し、外国の大学で学位を取得した
語学力の高い職員を正規職員に登用した。
■大学全体の国際化を統括する国際企画課については、外国の大学で学位を取得、または外国
で職務経験のある者を配置している。
■事務職員全体の国際的なセンス・視野や基礎的な語学力を高めるため、海外研修や語学研修
を実施しているほか、ヨーロッパの芸術系大学との間では職員交流に係る助成金が得られる形
でエラスムス＋プログラムに係る協定を締結した。
■海外における連携大学との協議や共同プロジェクト、本学と国際交流協定を締結している大
学・機関が主催するシンポジウムや式典等に積極的に事務職員を派遣し、国際業務の実務経験
を積ませている。
■文部科学省「国際教育交流担当職員長期研修プログラム」の活用を行っている。

■日中韓事業について、これまで授業カリキュラム上は「国際共同制作演習（アニメーショ
ン）」として単位化されシラバスも作成し、「共同企画演習」および「共同制作演習」に参加
し作品提出を行った履修者に対しては、選択科目2単位として単位付与を行っている。また、
プログラム実施前に先立ち、語学能力向上のための事前授業を行っており、こちらも「国際コ
ミュニケーション演習」として単位化し、選択科目2単位として単位付与を行っている。授業
後には学生に対するアンケートも実施し、毎年改善に役立てている。
■毎年、Co-workの開始前、開始中、開始後に、３カ国の教員・スタッフによりCoworkカリ
キュラムや今後のあり方などを話し合う「Coworkカリキュラム・ディベロップメント会議（＠
オンライン）」を開催しており、学生へのアンケート結果などに基づくカリキュラムの改善を
行っている。

■平成２８年度にシラバスの英語化は大学の全科目について完了した。
シラバスはWeb上でも公開し、また、日英併記および100以上の言語に対応した自動翻訳機能を
導入しており、今後の継続体制も整備されている。
■平成３０年度から芸術系大学としてふさわしく、わかりやすいシラバスを提供するため、写
真や動画の活用を開始した。
■平成２８年度に全ての授業科目へのナンバリングを完遂し、教務システムに反映させ運用し
ている。

東京藝術大学 ）（タイプ A①:CAプラス（大学名：
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東京藝術大学

⑤事業の評価 【1事業ごとに1ページ以内】

（大学名：東京藝術大学 ）（タイプ A①:CAプラス ）

大学等名
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A①:CAプラス ）

大学等名 東京藝術大学

⑤事業の評価 【1事業ごとに1ページ以内】

（大学名：東京藝術大学 ）（タイプ
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◆スーパーグローバル大学創成支援事業
採択事業名：「“藝大力”創造イニシアティブ　オンリーワンのグローバル戦略」
事業概要：我が国唯一の国立総合芸術大学として、アジアでは確固たる地位を築いている藝大
が、世界的にも稀少な、美術、音楽及び映像３分野を有する総合芸術大学の強み・特色を活か
した戦略を総力を結集して展開し、海外一線級アーティストユニット誘致等によりグローバル
人材育成機能強化を図るとともに、ブランディング戦略を推進して国際プレゼンスを明確化す
ることで世界ブランド“藝大”への飛躍を目指す。

　同事業は大学組織の国際化を推進する為の体制整備、欧米を中心とした世界有数の芸術系大
学とのネットワーク基盤の構築および同基盤に基づく海外一線級アーティストユニットの誘致
等を中核としたものであり、日中韓による「キャンパス・アジア」としてアニメーション人材
育成の為の共同カリキュラムの構築を目指す本申請に係る交流プログラムとは明確に異なり、
経費の重複は一切ない（同事業において構築している体制・システム等については、当然本申
請事業でも活用されることになるが、当該体制・システムに係る経費については、本申請にお
いては一切計上していない）。

◆（独）日本学生支援機構　2021年度海外留学支援制度（協定派遣）
　採択事業名
　　①「美術の創作研究におけるそう報告学生交流プログラム」
　　②「フランスの著名アニメーション教育機関派遣プログラム」
　　③「フランスのアニメーション高等教育機関での作品上映を通じた教育カリキュラム」

同事業における交流プログラム①は美術研究科の学生、②③についてはフランとの交流を対象
としたものであり、本申請に係る交流プログラムとは明確に異なり、経費の重複は一切ない。

◆平成30年度大学の世界展開力強化事業（COIL型教育を活用した米国等との大学間交流形成支
援）
採択事業名：日米ゲームクリエイション共同プログラム - メディア革新時代の新しいアー
ティスト育成 -
事業概要：多様な映像表現を有機的に組み合わせたゲームを「現代における総合芸術」と捉
え、わが国唯一の国立総合芸術系大学として培ってきた世界最高水準の芸術表現をゲーム分野
で昇華し活躍する、新時代のアーティスト育成に取り組むべく、国内外の大学・産業界との連
携のもと、ゲーム教育のカリキュラム開発、新専攻設置を目指す。

同事業における交流プログラムはアメリカの南カリフォルニア学を対象としたものであり、本
申請に係る交流プログラムとは明確に異なり、経費の重複は一切ない。

）（タイプ A①:CAプラス ）

大学等名 東京藝術大学

⑥他の公的資金との重複状況 　【2ページ以内】

（大学名：東京藝術大学
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